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主 な 記 事

令
和
３
年
度
９
月
期

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

　

去
る
９
月
30
日
、
ホ
テ
ル
札

幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
９
月
期
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
も

と
行
わ
れ
た
。

　

学
部
か
ら
80
名
（
経
済
学
部

21
名
・
経
営
学
部
23
名
・
法
学

部
21
名
・
人
文
学
部
11
名
・
工

学
部
４
名
）
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
た
。

学部 学科
令和
3年度
9月期

経済
１部

経 済 学 科 5
地域経済学科 1

２部
経 済 学 科 6
地域経済学科 9

経営
１部

経 営 学 科 2
経営情報学科 5

２部 経 営 学 科 16

法
１部

法 律 学 科 6
政 治 学 科 1

２部
法 律 学 科 10
政 治 学 科 4

人文
１部

日本文化学科 1
英米文化学科 1

２部
日本文化学科 7
英米文化学科 2

工

社 会 環 境 工 学 科 １
建 築 学 科 １
電 子 情 報 工 学 科 1
生 命 工 学 科 １

1 部　計 26
2 部　計 54

計 80

令和 3年度 9 月期卒業生数

ミッション・ビジョン制定ミッション・ビジョン制定ミッション・ビジョン制定

ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
キ
ス
ト
国
際
法
〔
第
２
版
〕

政
界
再
編 

離
合
集
散
の
30
年
か
ら
何
を
学
ぶ
か

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

経
済
的
変
化
と
対
処
方
策山

本
健
太
郎（
法
学
部
教
授
）

  

著

加
藤
信
行（
法
学
部
教
授
）

 

・
植
木
俊
哉
・
森
川
幸
一・
真
山
全 

他
編
著

コ
ロ
ナ
禍
下
・
後
の
市
場

流
通
の
あ
り
方
を
考
え
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
き

都
市
の
歴
史
と
記
憶

市
場
流
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
会
幹
事
会 

監
修

濱
田
武
士（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

定
価 

　
二
、六
四
〇
円（
税
込
）

定
価 

九
二
四
円（
税
込
）

定
価 

一
、三
二
〇
円（
税
込
）

大
学
で
初
め
て
国
際
法
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
に
写
真
や
地

図
、
図
表
な
ど
を
豊
富
に
盛
り
込
ん
だ
入
門
書
の
第
２
版
。

初
版
以
降
の
国
際
法
の
進
展
を
取
り
入
れ
、
章
に
よ
っ
て

は
レ
イ
ア
ウ
ト
を
修
正
し
、
よ
り
見
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

１
９
９
３
年
の
細
川
非
自
民
連
立
政
権
の
発
足
か
ら
30

年
。
新
進
党
の
興
亡
、
民
主
党
の
政
権
交
代
と
四
分
五
裂
、

「
第
三
極
」
も
低
迷
し
、
自
公
政
権
の
も
と
「
一
強
多
弱
」

に
陥
っ
た
。
日
本
政
治
を
動
か
す
力
学
を
解
き
明
か
し
、

「
政
権
交
代
可
能
な
日
本
政
治
」
実
現
の
道
を
示
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
ど
の
よ
う
な
経
済
的
変
化
を
引
き
起
こ
し
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
そ
れ
に
関
し
て
卸
売

市
場
は
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
と
れ
る
か
等
を
論
じ
る
。

有斐閣 中公新書 筑波書房

東
京
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー

ジ
ョ
ル
ダ
ン
・
サ
ン
ド 

著
／
池
田
真
歩 （
法
学
部
講
師
）訳

定
価 

三
、九
六
〇
円（
税
込
）

１
９
７
０
年
代
以
降
の
東
京
で
、
都
市
に
対
す
る
「
日
常
」

性
と
「
ロ
ー
カ
ル
」
性
に
こ
だ
わ
っ
た
働
き
か
け
が
ど
う
展

開
し
た
の
か
を
探
っ
た
都
市
論
。
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
地
域
、

路
上
観
察
、
博
物
館
展
示
を
実
例
に
解
説
す
る
。

新曜社

图
解
国
际
法 

ビ
ジ
ュア
ル
テ
キ
ス
ト
国
際
法

加
藤
信
行（
法
学
部
教
授
）

 

・
植
木
俊
哉
・
森
川
幸
一・
真
山
全 

他
編
著

笹
川
日
中
友
好
基
金
に
よ
る
「
国
際
法
分
野
に
お
け
る
日

中
協
力
促
進
」
事
業
の
一
つ
と
し
て
、『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
キ

ス
ト
国
際
法
』（
有
斐
閣
、
２
０
１
７
年
）
を
中
国
で
翻
訳

出
版
さ
れ
た
の
が
本
書
。
国
際
法
の
関
連
問
題
を
平
明
に

解
説
し
中
国
の
読
者
に
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

社会科学文献出版社、南京大学出版社Springer

Native-
Speakerism

Its Resilience and Undoing
Jérémie Bouchard

（人文学部准教授）他共編著 

定
価 

一
六
、七
六
五
円（
税
込
）

世界中の言語教育の現場
ではいまだネイティブス
ピーカー主義 が 根 強い。
その複合的な要因を探究
し、ネイティブスピーカー
主義を解体するための概
念的および実践的な方策
を提案します。

自
治
体
の
行
政
執
行
と
法
治
主
義

定
価 

三
、三
〇
〇
円（
税
込
）

共同文化社

秦
博
美（
法
学
部
教
授
）

  

著

北
海
道
庁
で
の
条
例
審
査
、
訴
訟
の
実
務
経
験
を
踏
ま
え
、

紀
要
等
に
発
表
し
た
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
。
実

務
に
お
い
て
金
科
玉
条
的
に
仰
い
で
い
た
判
例
は
、
研
究

の
場
で
は
検
討
対
象
と
な
る
。
評
釈
を
通
し
て
、「
理
論
と

実
務
の
架
橋
」
を
め
ざ
し
た
一
冊
。

２
０
２
１
年
９
月
22
日
制
定

前  

文

  

北
海
学
園
大
学
の
建
学
の
精
神

で
あ
る
自
主
独
立
の
「
開
拓
者

精
神
」
は
、
個
人
の
幸
福
追
求

や
民
主
主
義
の
礎
と
し
て
普
遍

的
な
価
値
を
有
す
る
。
し
か
し

ま
た
、
北
海
道
の
歴
史
と
現
実

を
前
に
批
判
的
に
継
承
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。

  
す
な
わ
ち
、
第
一
に
「
開
拓
者

精
神
」
を
生
み
出
し
た
北
海
道

開
拓
は
、
植
民
地
支
配
と
開
発

至
上
主
義
の
潮
流
の
下
で
、
ア

イ
ヌ
に
対
す
る
土
地
収
奪
・
同

化
政
策
と
不
可
分
に
進
め
ら
れ

た
こ
と
、
第
二
に
「
自
主
独
立
」

の
人
間
、
す
な
わ
ち
明
治
期
の

私
学
が
育
成
し
よ
う
と
し
た
能

動
的
市
民
と
は
、
女
性
や
障
害

者
を
排
除
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
、
第
三
に
「
徒
に
官
に
依

拠
せ
ず
自
ら
の
努
力
を
も
て
立

つ
」
と
の
自
助
論
は
、
貧
困
が

自
己
責
任
と
さ
れ
、
経
済
的
に

恵
ま
れ
な
い
人
び
と
に
対
す
る

生
活
保
障
・
支
援
が
国
家
・
社

会
の
責
務
と
み
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
21
世
紀
の
現
在
、

自
主
独
立
の
「
開
拓
者
精
神
」
と

は
、
二
つ
の
「
じ
り
つ
」
す
な

わ
ち
「
自
立
」
と
「
自
律
」
に

よ
る
独
立
自
尊
の
精
神
を
基
礎

と
す
る
と
同
時
に
、
他
者
を
尊

重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
「
共
生
・
協
働
・
共
創
」
を

通
し
て
具
現
化
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
本
学
は
、

「
開
拓
者
精
神
」「
自
立
・
自
律
」

「
共
生
・
協
働
・
共
創
」
を
教
職

員
、
さ
ら
に
は
学
生
・
同
窓
生

が
共
有
し
う
る
「
中
核
的
価
値

観
」
と
し
て
定
め
、
次
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
施
策
を
策
定
す
る
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
創

立
の
北
海
学
園
大
学
は
、
自
主

独
立
の
「
開
拓
者
精
神
」
を
建

学
の
精
神
と
し
、
１
８
８
５
（
明

治
18
）
年
創
立
の
北
海
英
語
学

校
の
系
譜
を
引
く
北
海
道
最
古

の
私
立
総
合
大
学
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
研
究
・
教
育
の
諸
活

動
を
通
し
、
人
類
の
福
祉
と
北

海
道
・
日
本
・
世
界
の
未
来
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と

す
る
。

〔
研
究
の
目
標
〕

　

本
学
は
、「
学
問
の
自
由
」
に

基
づ
く
教
員
個
人
の
自
律
的
な

研
究
活
動
を
前
提
と
し
て
、
学
生

と
と
も
に
真
理
を
探
究
し
、「
新

た
な
知
」
を
創
造
す
る
こ
と
で
、

学
問
の
発
展
に
尽
く
す
。
さ
ら

に
各
学
部
・
研
究
科
お
よ
び
開

発
研
究
所
を
中
心
に
、
北
海
道

を
は
じ
め
と
す
る
現
代
社
会
の

直
面
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
あ

た
り
、
も
っ
て
人
類
の
福
祉
に

貢
献
す
る
。

〔
教
育
の
目
標
〕

　

本
学
は
、
建
学
以
来
重
ん
じ

て
き
た
「
教
育
の
機
会
均
等
」
を

さ
ら
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

学
生
の
自
主
性
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教

養
を
基
礎
に
、
学
生
に
よ
る
自
ら

の
可
能
性
の
追
求
を
支
援
す
る

教
育
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

常
に
真
理
を
探
究
す
る
構
え
と

専
門
の
学
知
に
支
え
ら
れ
た
高

い
道
義
性
と
知
性
を
兼
ね
備
え
、

自
己
の
キ
ャ
リ
ア
の
持
続
的
発

展
と
他
者
と
の
自
由
な
連
帯
を

通
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
パ
イ

オ
ニ
ア
の
育
成
に
努
め
る
。

ビ
ジ
ョ
ン

１
．北
海
道
の
知
の
拠
点

　

本
学
は
、
建
学
以
来
、
常
に

北
海
道
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

大
学
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

べ
く
、
新
た
な
基
金
の
創
設
と

こ
れ
に
基
づ
く
各
種
奨
学
金
制

度
の
拡
充
、
安
定
し
た
学
生
生

活
環
境
の
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
、

「
教
育
の
機
会
均
等
」
を
さ
ら
に

推
し
進
め
る
。
ま
た
、
地
域
連
携

推
進
機
構
を
核
と
し
た
北
海
道

庁
・
道
内
市
町
村
・
民
間
企
業

お
よ
び
他
大
学
と
の
連
携
と
同

窓
生
と
の
連
帯
の
下
に
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
直
面
す
る
課
題

に
応
え
、
あ
わ
せ
て
大
学
出
版

会
・
市
民
公
開
講
座
な
ど
を
通
し

て
そ
の
成
果
を
地
域
と
共
有
し
、

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
北
海
道

の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
。

２
．可
能
性
に
開
か
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

本
学
は
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
確
立
に
よ
っ
て
不
断
に
教

育
の
改
善
を
行
い
、
一
般
教
育
・

各
学
部
の
専
門
教
育
の
緊
密
な

連
携
の
下
に
教
育
の
質
保
証
を

行
っ
た
上
で
、
海
外
協
定
校
の

増
加
や
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー

制
の
導
入
に
よ
る
海
外
留
学
制

度
と
、
国
内
他
大
学
と
の
単
位

互
換
制
度
な
ど
に
よ
る
国
内
留

学
制
度
を
拡
充
す
る
。
あ
わ
せ

て
学
部
・
学
科
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
多
様
な
学
び
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
学
生
が
教
養
を
基

礎
に
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
し
、

「
予
測
不
能
な
時
代
」
に
柔
軟
に

対
応
し
う
る
総
合
的
な
知
性
を

獲
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

構
築
を
目
指
す
。

３
．多
様
性
に
開
か
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス

　

本
学
は
、
自
然
と
共
生
し
、

自
他
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
多
様
性
に
開
か
れ
た

入
学
者
選
抜
制
度
の
実
施
、
す

べ
て
の
学
生
に
「
安
心
・
安
全
」

な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

に
基
づ
く
敷
地
建
物
の
再
構
築
、

学
生
の
「
自
立
・
自
律
」
を
目

的
と
し
た
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

は
じ
め
と
す
る
学
生
・
教
育
支

援
制
度
の
充
実
な
ど
を
通
し
て
、

多
種
多
様
な
社
会
・
文
化
的
背
景

を
持
つ
人
び
と
が
出
会
い
、
生

き
生
き
と
学
び
あ
う
こ
と
の
で

き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
を
目

指
す
。

４
．活
力
あ
る

教
職
員
の
協
働
体

　

本
学
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
１
～
３

を
達
成
し
、
研
究
・
教
育
機
関

と
し
て
の
持
続
的
な
発
展
を
可

能
に
す
る
た
め
に
、
既
存
の
委

員
会
・
事
務
組
織
の
抜
本
的
な

再
編
成
を
行
う
こ
と
で
、
広
報
・

国
際
交
流
・
学
生
支
援
な
ど
の

機
能
を
強
化
す
る
。
あ
わ
せ
て

多
様
性
に
開
か
れ
た
人
事
を
行

い
、
教
職
協
働
を
さ
ら
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
・
介
護

支
援
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員

の
福
利
厚
生
制
度
を
拡
充
す
る
。

さ
ら
に
、
公
文
書
を
一
元
的
に

管
理
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設

置
と
相
俟
っ
て
、
学
長
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
下
で
の
組
織
の
適
正
か

つ
効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
に
学
長

室
が
始
動
。
そ
の
第
１
回
会

議
の
冒
頭
で
、
安
酸
敏
眞
学

長
は
「
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
本
学
も
そ
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
本

学
が
大
学
と
し
て
生
き
残
る

た
め
に
必
要
な
も
の
を
模
索

し
、
現
実
化
す
る
た
め
に
も
、

大
学
と
し
て
の
中
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。」
と
熱
く
語
り
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が

動
き
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
学
長
室
で
練
り
上
げ

た
「
北
海
学
園
大
学
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
が
学

内
の
議
論
に
供
さ
れ
た
も

の
の
、
文
科
省
の
要
請
に

よ
り
法
人
主
導
で
策
定
さ

れ
た
「
大
学
の
中
・
長
期

計
画
」が
登
場
し
、ビ
ジ
ョ

ン
の
議
論
は
難
航
・
停
滞
す

る
事
態
に
。

　

２
０
２
０
年
度
に
入
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
の
活
動
が
最
優
先
さ
れ
、

学
長
室
会
議
の
開
催
が
困
難

に
。
そ
の
中
、
ビ
ジ
ョ
ン
担

当
と
し
て
学
長
指
名
で
学
長

室
に
加
わ
っ
た
人
文
学
部
の

郡
司
淳
教
授
が
、
北
海
学
園

の
歴
史
と
建
学
の
精
神
、
大

学
の
あ
る
べ
き
姿
、
本
学
の

学
則
、
他
大
学
の
動
向
な
ど

も
参
照
し
て
綿
密
な
検
討
を

行
い
、
議
論
の
た
た
き
台
と

な
る
Ａ
４
で
28
ペ
ー
ジ
に
及

ぶ
文
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
、
副
学

長
職
が
設
け
ら
れ
、
学
長
室

の
体
制
が
再
整
備
さ
れ
る
と

同
時
に
、
学
長
が
「
北
海
学

園
大
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
１
」
の
策

定
を
再
宣
言
し
、
郡
司
文

書
を
ベ
ー
ス
と
し
て
議
論

が
再
開
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ

く
大
学
の
「
使
命
」、
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
こ
の
使
命
に

基
づ
く
「
将
来
展
望
」
と

の
学
長
の
考
え
を
共
有
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
参
考
資

料
と
し
て
含
め
た
案
を
練

り
上
げ
、
そ
れ
を
協
議
会
を

介
し
て
各
部
局
で
議
論
す
る

作
業
を
２
度
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
り
、
最
終
的
に
９
月
22

日
開
催
の
第
５
回
協
議
会
に

て「
北
海
学
園
大
学
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
作
業
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学長主導で大学の将来展望

副
学
長
（
工
学
部
教
授
）  

魚う
お
ず
み住

　
純

じ
ゅ
ん 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
制
定
の
経
緯
と
意
義

各学部長から卒業証書・学位記が授与された感染拡大防止対策を行い実施

「開拓者精神」「自立・自律」「共生・協働・共創」を中核的価値観として
　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
９
月
22

日
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
本
学
の
将
来
を
展
望
す
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
制
定
さ
れ
た
。

北
海
学
園
大
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策	

２
面	

工
学
部
・
小
柳
秀
光
教
授	

３
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑲ 

経
済
学
部 

水
野
邦
彦
教
授	

４
面	

研
究
室
を
訪
ね
て
⑤ 

経
営
学
部 

中
村
暁
子
講
師	

５
面

学
園
人
脈
記 

第
17
回                         

佐
々
木
信
氏	

６
面

社
会
科
学
特
別
講
義 「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
現
地
調
査
入
門
」	

７
面

第
70
回 

十
月
祭 

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催	

８
面	

３
Ｋ
Ｇ
代
表
／

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）に
向
け
て
」
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新型コロナウイルス感染防止対策
まだまだ油断できない！ 更なる徹底を

①体調チェック
自宅を出る前に検温し、平熱であり、なおかつ体調に不安がないことを
確認してください。G-PLUS! キャビネット「新型コロナウイルス対策本部」
格納の「健康観察シート」を利用して、毎日の健康状態を確認すること
を推奨します。
②マスク（不織布）を着用してください。
③入構の際には、各施設入り口付近に設置されている消毒液を利用して
ください。
④手洗いの励行
石けんをつけてしっかりと手を洗ってください。とくに、多くの人が使
用するパソコンやプリンターなどを利用した後は必ず手洗いを行ってく
ださい。トイレ使用の際も、必ず手を洗ってください。
⑤学内での滞留
授業終了後は用事がない限り長く学内に滞留せず、すみやかに帰宅して
ください。複数の授業がある場合は、ソーシャルディスタンスの確保に
留意してください。
⑥食事
やむを得ず学内で食事をとる場
合は、生協食堂混雑緩和のため、
できるだけ昼食を持参してくだ
さい。豊平キャンパスの食事場
所として、教育会館の旧「コス
モス」を開放しています。どち
らも混雑しているときには、文
化棟ロビーや空き教室を利用し
てもかまいません。
⑦ 3 つの「密」（密閉空間・密集・
密接）の回避

・教室では、授業前／中／後に
換気を行います。教室の窓の開
閉に協力してください。

・教室が寒い場合もありますの
で、寒さ対策（上着やひざかけ
など）を行ってください。

・密集空間（エレベータなど）で
は会話をしないようにしてくだ
さい。

　8 月から 9 月にかけて豊平キャンパ
ス 8 号館で行っていた新型コロナウイ
ルスワクチン大学拠点接種（職域接種）
が終了した（ 1回目：8 月30日〜 9 月
2 日、2 回 目：9 月 27 日 〜 9 月 30 日 ）。
本学学生、教職員等 約 3,300 名が 2 回
の接種を完了した。

①①出席停止
体調不良者（風邪症状や熱がある、強いだるさ、息苦しさ、臭覚・味覚
異常がある、など）は登校しないでください。新型コロナウイルス感染
者と濃厚接触した場合も登校しないでください（詳細については構内各
所の掲示、またホームページの「体調不良時のフロー」、「感染防止のた
めに（2021 年 9 月）」を参照のこと）。
＊欠席した授業などについては学生の不利益とならないよう適切な配慮
を行いますので、決して無理をして登校せず、科目担当者または所属学
部事務室に連絡してください。体温など体調についての記録（「健康観察
シート」が G-PLUS! キャビネット「新型コロナウイルス対策本部」に保
存してあります）をとり、登校再開後「欠席届」に添付して提出してく
ださい。
②学内で体調不良となった時

・大学で風邪症状が出るなど体調不良となった場合はただちに帰宅して
ください。

・持病など風邪症状以外で体調が悪い場合は、従来通り医務室に相談し
てください。

・友人などが体調不良になり帰宅できる状態にないときは、医務室
  （011-841-1161（代表））に電話連絡をして指示に従ってください。

  登校・入構時の注意事項

新型コロナウイルスワクチン
大学拠点接種（職域接種）完了

  体調不良時

　本年 4 月に発出された緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置は、9月30日をもって全都道府県で解除されました。ワクチン接種が進んでいますが、北海
道内でもワクチン接種後の感染、いわゆる「ブレークスルー感染」が確認されており、まだまだ油断はできません。大学や日常生活等において、一人一人が
一層の自覚をもち、感染防止対策の更なる徹底をお願いします。新型コロナウイルス感染症についての本学の対応は、適時本学 web サイトでお知らせします。

■学部事務室
・011ー841－1161（代表番号）に電話して
　「〇〇学部をお願いします」と言ってください。

・メールでの連絡は以下のアドレスへお願いします。
　（冬季休業期間（12/26 ～ 1/7）は対策本部窓口
　  onlinedesk@hgu.jp まで連絡してください。）
	 経済学部：kyomu-za@hgu.jp
	 経営学部：kyomu-ei@hgu.jp
	 法学部：sogolaw@hgu.jp
	 人文学部：jinbun@hgu.jp
	 工学部：kyomu-ko@hgu.jp
	 教職課程など各課程・工学部 1 年次：kyotsu@hgu.jp

■対策本部窓口（オンライン授業、コロナ対策）：
		  ※冬季休業期間（12/26 ～ 1/7）はこちらまで　
		  　　　　onlinedesk@hgu.jp

■大学公式 web サイト各種相談窓口：
		  https://www.hgu.jp/campuslife/consultation/

大学 HP トップ > メニュー「学生生活」>
サポート体制 > 相談・支援依頼窓口

  相談窓口

1. 第２学期教務日程
・第 2 学期：9 月 18 日（土）～ 1 月 24 日（月）
・予備日：1 月 25・26 日
・振替月曜日 1 月 8 日
・期末評価実施期間：1 月 27 日～ 2 月 2 日

2. 授業形態
2020 年度第 2 学期と同様、
①対面授業が不可欠・重要と判断される科目、ゼミや実験・実習等科目
②ソーシャルディスタンスを確保できる人数（教室収容人員のほぼ 3 分の 1
以下）以下の科目について原則として対面授業を実施し、それ以外の科目
はオンライン授業を行います。（G-PLUS!「オンライン授業科目リスト」等で
確認、「講義連絡」にも注意するようにお願いします。）

■オンライン授業について
①以下のマニュアルを確認してください。
＊「オンライン授業を受講する学生の基礎知識」
＊「HGU SOS テクニカル・サポートマニュアル」（2021 年度版）
G-PLUS！キャビネット「新型コロナウイルス対策本部」に保存されています。
②対策本部相談窓口（オンライン授業、コロナ対策）：onlinedesk@hgu.jp　
オンライン授業に関して相談したいことがある場合は、対策本部にメールで
相談してください。相談によって不利益を被ることのないよう配慮しますの
で、相談したい科目名・科目担当者などや相談事項、相談者の学生番号・氏名・
メールアドレスを記載してください（無記名のものには対応しません）。回答
や対応には時間を要する場合もあると思いますので、余裕をもって相談して
ください。

■対面授業について
①標準授業時間帯：授業と授業の間のインターバルを少なくとも 20 分とれ
るよう、授業時間を 80 分以内とします（山鼻開講の実験・実習等の科目は
この限りではない）。 
②授業に関する配慮
みなさんの中には、登校できないさまざまな事情を持っている人がいるこ
とが考えられます。理由があって対面授業に出席できない人は、担当教員
に連絡してください。不利益を被らないように配慮します（実験・実習等の
科目については対応できないこともありえます）。担当教員からの指示や対
応がなされないことがありましたら、所属学部または対策本部相談窓口（オ
ンライン授業、コロナ対策）：onlinedesk@hgu.jp に相談してください。

  2021年度 第２学期の授業について

ワクチン接種会場入口

　令和 3 年度 卒業証書・学位記授与式は開催の方向で検討中です。詳
細は決まり次第、大学ホームページ、G-plus! で連絡します。

令和 3 年度 卒業証書・学位記授与式

不織布マスクの着用を推奨するポスター　

4 号館入口に設置されたサーモグラフィー4 号館入口のポスター
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私
は
、
建
物
お
よ
び
都
市
の
省

Ｃ
Ｏ
２

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
我
が
国
は
２
０
５
０
年
に

Ｃ
Ｎ
を
目
指
す
と
宣
言
し
ま
し

た
が
、
建
物
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２

は
運
用
段
階
だ
け
で
も
国
内

排
出
量
の
31
％
を
占
め
、
そ
の

削
減
が
急
務
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
建
物
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
す

る
た
め
に
は
、
化

石
燃
料
由
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら

す
こ
と
が
重
要
で

す
。
我
が
国
は
、

２
０
３
０
年
ま
で

に
、
新
築
建
物
の
平
均
で
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
す
と
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
１
９
年
時
点
で
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
建
物

は
全
着
工
数
に
対
し
住
宅
で
約

14
％
、
非
住
宅
で
約
０
・
２
５
％

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
建
物
の
集
合
体
で
あ
る
都
市

規
模
で
の
取
り
組
み
で
す
。
従

来
、
遠
隔
地
に
設
置
さ
れ
た
大
規

模
な
発
電
所
で
電
気
を
つ
く
り
、

建
物
ま
で
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、

建
物
に
至
る
過
程
で
約
６
割
が

無
駄
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
都
市
の
中
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
小
型
発
電
機
で
あ
る

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
設
置
し
て
、
つ
く
っ
た

電
気
と
熱
を
近
隣
の
建
物
で
無

駄
な
く
利
用
し
よ
う
と
い
う
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
〝
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
図
）〟
な
ど
と

呼
ば
れ
、
札
幌
駅
周
辺
で
も
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
シ
ス
テ
ム
が
従
来
よ

り
も
複
雑
に
な
る
の
で
、
そ
の

計
画
と
運
用
に
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
人
工
知
能
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
計
画
と

運
用
を
可
能
に
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
人
々
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

生
活
す
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
が
向

上
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
定
量
的
な
検

討
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
昨
年

よ
り
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
空
き
家
予
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
達
成
は
非

常
に
高
い
目
標
で
す
が
、
次
世
代

に
安
全
・
安
心
な
社
会
を
残
せ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
開
発
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
専
門
：
建
築
・
都
市
環
境
工
学
】

　

法
務
省
か
ら
９
月
７

日
、
令
和
３
年
司
法
試
験

の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
本

学
法
務
研
究
科
（
法
科
大

学
院
）
か
ら
佐
々
木
慶
太

さ
ん
が
合
格
し
た
。

　

こ
れ
で
本
学
法
科
大
学

院
の
平
成
20
年
か
ら
14

年
間
の
合
格
者
数
は
合
計

40
人
と
な
っ
た
。
今
年

の
受
験
者
は
３
４
２
４
人

（
前
年
比
２
７
９
人
減
）、

合
格
者
は
１
４
２
１
人

（
前
年
比
29
人
減
）、
受
験

者
数
に
対
す
る
合
格
率
は

41
・
５
％
（
前
年
比
２
・

３
㌽
増
）
だ
っ
た
。

　　

こ
れ
か
ら
司
法
修
習
生

と
し
て
任
に
当
た

る
佐
々
木
さ
ん
に

対
し
て
９
月
27

日
、
法
務
研
究
科

長
、
教
育
振
興
委

員
長
、
大
学
院
事

務
部
長
同
席
の

下
、
学
長
（
教
育

振
興
会
長
）
か
ら

激
励
の
言
葉
と
と

も
に
司
法
修
習
支

援
金
が
給
付
さ
れ

た
。

工
学
部
教
授小

こ

柳や
な
ぎ 

秀ひ
で

光み
つ

トピックストピックス
6565

2050年カーボンニュートラル（CN）に向けて

皆さんの支えに感謝を込めて 佐
さ さ き

々木 慶
けい

太
た平成 30 年度

標準未修者コース修了

　

本
学
出
版
会
は
、
道
内
私
立

大
学
初
の
出
版
会
と
し
て
、
平

成
31
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は
、
道
内
に
お

け
る
知
の
発
信
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
学
術
書
、

一
般
教
養
書
、
教
科
書
・
参
考

書
な
ど
を
発
刊
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
早
速
設
立
年
度
末
に

第
１
弾
と
な
る
学
術
書
『
真
理

の
多
形
性 

─ 

Ｆ
・
Ｗ
・
グ
ラ
ー

フ
博
士
の
来
日
記
念
講
演
集
─
』

が
発
刊
さ
れ
、
昨
年
度
は
、
学

　
「
し
ま
ふ
く
ろ
う
新
書
」
と
い
う
名
称
に
は
、
二
重
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
意
味
は
、文
字
通
り
、北
海
道
に
生
息
す
る
天
然
記
念
物
「
し

ま
ふ
く
ろ
う
」（
学
名Ketupa blakistoni
）
に
由
来
し
ま
す
。
し

ま
ふ
く
ろ
う
は
、
日
本
で
は
北
海
道
（
し
か
も
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
っ

て
い
る
場
所
）
に
の
み
生
息
し
ま
す
。
そ
の
表
情
に
は
思
慮
深
い
哲
人
を

思
わ
せ
る
威
厳
が
あ
り
、
古
来
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
こ
の
鳥
を
「
コ
タ

ン
・
コ
ロ
・
カ
ム
イ
」（
村
の
守
護
神
）
と
呼
ん
で
神
聖
視
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
わ
た
し
た
ち
は
、「
北
海
道
に
根
ざ
し
た
知
の
飛
翔
」
と
い
う

意
味
を
こ
こ
に
込
め
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
意
味
は
、
ギ
リ
シ
ア
＝
ロ
ー
マ
神
話
に
由
来
し
ま
す
。
ギ

リ
シ
ア
＝
ロ
ー
マ
神
話
に
お
い
て
ふ
く
ろ
う
は
、
知
恵
の
女
神
ア
テ
ー
ナ

（
ロ
ー
マ
神
話
で
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
）
の
聖
鳥
で
あ
っ
て
、
知
恵
の
象
徴
と

見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
話
や
童
話
に
お
い
て
も
、
ふ
く
ろ
う
は
森
林
の

長
老
や
知
恵
袋
の
役
回
り
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

　
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
ふ
く
ろ
う
は
、
日
の
暮
れ
始
め
た
夕
暮
れ
と
と
も
に
、

は
じ
め
て
そ
の
飛
翔
を
始
め
る
」（die Eule der M

inerva beginnt 
erst mit der einbrechenden Dämmerung ihren Flug

）
と
い

う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
辞
は
つ
と
に
有
名
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
に
あ
や

か
っ
て
、
混
迷
し
た
こ
の
薄
暗
い
時
代
に
、
北
の
大
地
か
ら
新
し
い
知
識

と
学
問
の
灯
を
携
え
て
、
全
世
界
に
飛
翔
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

学
長　

安
酸
敏
眞

「
し
ま
ふ
く
ろ
う
新
書
」
の
創
刊
に
寄
せ
て
　

司
法
試
験
合
格

司
法
試
験
合
格

司
法
試
験
合
格

令和３年

　私は、札幌篠路高校を卒業後、札幌大学法学部法学科を経て、北海学園大学法科大
学院法務研究科に入学しました。私が法務研究科に入学した際、同級生はおらず、また
法科大学院の募集停止が決定するなど怒涛のスタートでした。しかし、先輩方、先生方、
事務員の皆さんがやさしく私を支えてくださいました。法務研究科での講義は、そのほ
とんどが先生と一対一の状況でした。大変な面もありましたが、この状況があったから
こそ確実に実力をつけることができました。先生方との演習、法律相談、模擬刑事裁判
や法律事務所へのエクスターンシップなど、法務研究科での日々はとても充実していまし
た。また、司法試験の合格には、試験特有のお作法を身に着ける必要があります。この
お作法は、法務研究科を卒業したＯＢの弁護士の先生方に教えて頂きました。起案ゼミ
を開催し、本当に親身になって私達を指導してくださいました。本学の法務研究科は、
学生と先生方の繋がりが強いとても恵まれた環境でした。
　法務研究科を修了後、初めての司法試験は、短答式試験は通過したものの最終合格
には至りませんでした。２度目の司法試験は、コロナ禍の影響によって延期となってしま
い、心身ともに辛い受験となり、不合格でした。３度目の司法試験は、これを最後にし
ようと思い、背水の陣で挑み、合格することができました。合格したときは、これまで
支えてくださった皆さんへの感謝の気持ちがこみ上げました。皆さんの支えがなければ
合格することはできませんでした。
　司法試験に挑み続けることができたのは、皆さんの支えがあったことに加え、その前
提として、24 時間開放された自習室、充実した図書館、気軽に相談に応じてくれる先生
方など、北海学園大学のサポートがあったからです。
　私は、これから法曹として多くの方々の支えになることが、これまで私を支えてくださっ
た皆さんへの恩返しだと思っています。これからもまだまだ頑張ります。

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

司
法
修
習
支
援
金
給
付

司法試験に合格した佐々木慶太さん（前列右）

　

本
学
教
育
振
興
会
は
11
月
８

日
、
今
年
度
奨
学
金
Ａ
を
支
援
拡

大
し
、
61
名
（
１
部
43
名
、
２

部
18
名
）
の
学
生
に
給
付
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
の
今
年
度
奨
学

支
援
事
業
第
Ⅰ
種
奨
学
金
に
つ
い

て
も
支
援
を
拡
大
し
、11
月
８
日
、

81
名
に
給
付
し
た
。

教
育
振
興
会
と
同
窓
会

奨
学
金 

拡
大
給
付

株式会社管野組 代表取締役
社長 管野浩太郎氏（右）と工
学部長元木邦俊教授

術
書
『
地
域
の
再
生
と
多
元
的

経
済
─
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ー
ド
セ

ク
タ
ー
と
社
会
的
企
業
に
学
ぶ
』

『
イ
テ
リ
メ
ン
語
文
法
─
動
詞
形

態
論
を
中
心
に
─
』
の
２
冊
が

出
版
リ
ス
ト
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
、
い
よ
い
よ

一
般
教
養
書
と
し
て
の
新
書
が

創
刊
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
書
の
名
称
は
、
出
版
会
会
長

で
あ
る
安
酸
学
長
の
発
案
に
よ

る
「
し
ま
ふ
く
ろ
う
新
書
」。
下

の
囲
み
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
北
海
道
発
の
一
般
教
養
書
に

ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
表
紙
カ
バ
ー
の
色
は
、

学
園
大
色
の
紫
紺
。
ペ
ン
に
留
ま

る
し
ま
ふ
く
ろ
う
が
小
さ
く
あ

し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
ま
ふ

く
ろ
う
新
書
の
創
刊
第
１
号
は
、

人
文
学
部
田
中
綾
教
授
に
よ
る

『
書
棚
か
ら
歌
を 

二
〇
一
五
｜

二
〇
二
〇
』
で
す
。
今
年
度
は
さ

ら
に
２
冊
の
新
書
と
１
冊
の
学

術
書
が
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

株
式
会
社
管
野
組
の
管
野
浩

太
郎
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
８

月
20
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
困
窮

す
る
学
生
へ
の
支
援
と
し
て

１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
た
。
工

学
部
長
元
木
邦
俊
教
授
よ
り
、

今
回
の
ご
寄
付
は
社
会
環
境
工

学
科
と
建
築
学
科
の
学
業
に
勤

し
む
学
生
へ
の
修
学
支
援
金
及

び
奨
励
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
北
海
道
河
川

財
団
の
水
島
徹
治
理
事
長
よ
り
、

北
海
学
園
大
学
教
育
振
興
資
金

と
し
て
１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ

た
。
11
月
５
日
、
安
酸
敏
眞
学

長
よ
り
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

管
野
組
か
ら
寄
付
金

順位 大学名 総合スコア 前回の
順位

1 東京工芸大学 93.89 6

2 東京工科大学 88.89 2

3 北海学園大学 86.78 5
4 崇城大学 86.00 3

5 明治学院大学 84.44 4

6 青山学院大学 84.22 235

7 名古屋市立大学 83.11 1

8 帝京大学 80.89 38

9 実践女子大学 79.22 8

10 神戸学院大学 79.11 11

11 静岡県立大学 78.33 16

12 東京都市大学 76.56 7

13 東京電機大学 73.22 28

13 鶴見大学 73.22 72

15 都留文科大学 72.93 34

16 徳島大学 72.78 18

17 国際基督教大学 72.22 31

18 日本女子大学 71.78 9

19 広島修道大学 71.22 45

20 帝京平成大学 70.93 48

　

株
式
会
社
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
大
学
ス

マ
ホ
・
サ
イ
ト 

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
２
０
２
１
─
２
０
２
２
」
に

お
い
て
、
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

が
全
国
第
３
位
〔
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
〕
を
獲
得
し
、
５
年
連
続

の
ト
ッ
プ
５
入
り
と
な
っ
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
国
立
・

公
立
・
私
立
大
学
２
６
７
サ
イ

ト
を
調
査
対
象
と
し
て
、
使
い

や
す
さ
や
実
用
性
の
観
点
か
ら

大
学
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
サ

イ
ト
を
８
つ
の
診
断
指
標
の
下
、

合
計
で
47
の
審
査
項
目
で
評
価

す
る
も
の
。

　

今
後
も
使
い
や
す
さ
の
維
持
・

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く

の
情
報
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
大
学
ス
マ
ホ
・
サ
イ
ト 

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
」

本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト 

全
国
第
３
位
！

し
ま
ふ
く
ろ
う
新
書 

第
１
号 

人
文
学
部
・
田
中
綾
教
授

『
書
棚
か
ら
歌
を 

二
〇
一
五-

二
〇
二
〇
』刊
行

しまふくろう新書
001

『書棚から歌を
二〇一五-二〇二〇』         

 田中　綾  著
北海学園大学出版会 2021年

北
海
学
園
大
学
出
版
会

運
営
委
員
会
委
員
長

副
学
長  

魚う
お
ず
み住

　
純

じ
ゅ
ん

『しまふくろう新書』創刊『しまふくろう新書』創刊北海学園大学
出版会

北海学園大学
出版会

　

11
月
５
日
、
北
海
学
園
大
学
出
版

会
か
ら
、
し
ま
ふ
く
ろ
う
新
書
第
一

号
と
な
る
、
人
文
学
部
教
授
・
田
中

綾
著
『
書
棚
か
ら
歌
を 

二
〇
一
五
｜

二
〇
二
〇
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
（
旭
川
）
の

館
長
も
務
め
る
田
中
教
授
は
、
北
海
道

新
聞
の
人
気
コ
ラ
ム「
書
棚
か
ら
歌
を
」

を
10
年
以
上
連
載
し
て
お
り
（
現
在

は
日
曜
版
で
隔
週
の
掲
載
）、
本
書
は

書
籍
化
第
二
弾
。

　

自
身
も
歌
人
で
あ
る
田
中
教
授
が
、

短
歌
が
引
用
さ
れ
た
本
を
見
開
き
２

ペ
ー
ジ
で
１
冊
紹
介
す
る
ブ
ッ
ク
ガ
イ

ド
で
、
短
歌
界
の
巨
人
た
ち
は
も
と
よ

り
、
歌
舞
伎
町
の
ホ
ス
ト
か
ら
キ
ョ
ン

キ
ョ
ン
（
小
泉
今
日
子
）
ま
で
多
彩
な

顔
ぶ
れ
が
登
場
。
知
的
好
奇
心
を
刺
激

さ
れ
る
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
、
北
海
学
園

生
協
、
北
大
生
協
ク
ラ
ー
ク
店
、
紀
伊

國
屋
書
店
札
幌
本
店
で
販
売
中
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
、庶
務
課
学
術
・

国
際
交
流
係
ま
で
。

【
著
者
紹
介
】

田
中
綾
（
た
な
か 

あ
や
）

一
九
七
〇
年
、
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
学
園
大
学
人

文
学
部
教
授
。
歌
人
。 

二
〇
一
七
年
よ
り
三
浦
綾
子

記
念
文
学
館
館
長
。

著
書
に
、『
非
国
民
文
学
論
』（
青
弓
社
、二
〇
二
〇
年
）、

『
書
棚
か
ら
歌
を
』（
深
夜
叢
書
社
、
二
〇
一
五
年
）、

『
権
力
と
抒
情
詩
』（
な
が
ら
み
書

房
、二
〇
〇
一
年
）。
共
著
に
『
は

じ
め
て
の
人
文
学
』（
知
泉
書
館
、

二
〇
一
八
年
）、『
作
家
と
戦
争　

太
平
洋
戦
争
70
年
』（
河
出
書
房

新
社
、
二
〇
一
一
年
）、
現
代
短

歌
研
究
会
編『〈
殺
し
〉の
短
歌
史
』

（
水
声
社
、
二
〇
一
〇
年
）、『
現

代
に
と
っ
て
短
歌
と
は
何
か
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

北
海
道
河
川
財
団
か
ら
寄
付
金

一般財団法人北海道河川財団 理
事長水島徹治氏（前列右）、安酸
敏眞学長（前列左）
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経済学部教授  水
みず

野
の

 邦
くにひこ

彦

理論および文化の受容と
変容とをめぐる複眼的研究

北海学園学術研究助成事業報告⑲

研究
課題

　

こ
の
共
同
研
究
に
お
い
て
は
一

條
由
紀
・
大
屋
定
晴
・
森
下
宏
美
・

水
野
邦
彦
が
研
究
計
画
に
そ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
課
題
に
取
り
く
ん
だ
。

　

一
條
は
中
国
系
カ
ナ
ダ
人
で

フ
ラ
ン
ス
語
作
家
で
あ
る
イ
ン
・

チ
ェ
ン
に
お
け
る
文
化
の
混
淆
の

表
現
と
思
想
の
発
展
と
を
明
ら
か

に
す
べ
く
、
中
国
・
上
海
お
よ
び

カ
ナ
ダ
で
調
査
と
資
料
蒐
集
と
を

お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
材
料
を

生
か
し
て
チ
ェ
ン
の
作
品
を
分
析

し
、
東
洋
・
西
洋
両
方
の
作
家
お

よ
び
思
想
か
ら
影
響
を
受
け
て
い

る
チ
ェ
ン
の
作
品
に
は
、
つ
ね
に

東
洋
的
な
も
の
と
西
洋
的
な
も
の

を
相
対
化
す
る
思
考
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。そ
の
う
え
で
、

チ
ェ
ン
の
作
品
に
お
け
る
山
、
大

地
、水
、海
な
ど
の
自
然
の
イ
メ
ー

ジ
と
、
文
化
の
混
淆
の
表
現
を
分

析
し
、
日
本
ケ
ベ
ッ
ク
学
会
の
研

究
誌
『
ケ
ベ
ッ
ク
研
究
』
な
ど
に

論
文
を
発
表
し
た
。

　

大
屋
は
、
西
欧
諸
国
や
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
理

論
が
一
定
の
変
容
を
被
り
つ
つ
も

受
容
さ
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が

み
、
一
年
目
は
こ
の
調
査
の
た
め

ド
イ
ツ
の
批
判
的
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
財
団
ベ
ル
リ
ン
本
部
や
ベ
ル
リ

ン
＝
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
を
訪
れ
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
受
容
と
新
自

由
主
義
に
対
す
る
国
際
的
抵
抗
運

動
と
の
関
係
を
中
心
に
調
査
を
行

な
っ
た
。
二
年
目
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
西
欧
社
会
運
動
の
実

態
調
査
を
予
定
し
て
い
た
が
、
こ

れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
断
念
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　

森
下
は
主
と
し
て
日
本
の
マ
ル

サ
ス
受
容
史
に
関
す
る
調
査
と
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
明
治

維
新
に
始
ま
る
マ
ル
サ
ス
理
論
の

導
入
が
ほ
ぼ
人
口
論
の
紹
介
で
あ

り
経
済
理
論
に
関
心
が
向
く
の

は
１
９
２
０
年
代
以
降
で
あ
る
こ

と
、
マ
ル
サ
ス
人
口
論
の
紹
介
と

欧
米
に
お
け
る
そ
れ
へ
の
反
対
論

と
が
同
時
並
行
的
に
紹
介
さ
れ
た

こ
と
、
マ
ル
サ
ス
人
口
論
が
北
海

道
開
拓
論
や
海
外
殖
民
論
の
根
拠

と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
、

マ
ル
サ
ス
研
究
に
お
け
る
福
田
徳

三
・
河
上
肇
・
高
田
保
馬
の
独
自

の
貢
献
、な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
共

著
論
文‘

The reception 
of M

althus in Japan’

は
、
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
さ
れ
た

学
術
書M

althus across 
Nations

に
収
め
ら
れ
た
。

　

水
野
は
思
想
や
世
界
観
の
ア
ジ

ア
に
お
け
る
受
容
と
変
容
と
を
仏

教
（Bauddha

）
に
そ
く
し
て

考
察
し
た
。
釈
尊
が
創
設
を
意
図

し
た
わ
け
で
は
な
い
仏
教
が
ア
ジ

ア
各
地
で
多
様
に
形
成
さ
れ
た
こ

と
、
北
伝
仏
教
が
西
域
か
ら
朝
鮮

半
島
に
伝
播
す
る
過
程
で
初
期
仏

教
や
初
期
大
乗
仏
教
と
は
形
態
も

思
想
も
異
な
る
も
の
に
変
容
し
て

い
っ
た
こ
と
の
粗
描
が
、
龍
樹
の

〈
空
〉
思
想
を
も
意
識
し
つ
つ
、

本
学
『
経
済
論
集
』
所
収
論
文
で

こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
。

　

共
同
研
究
期
間
が
終
わ
り
に

近
づ
く
こ
ろ
に
は
感
染
症
拡
大

に
よ
り
海
外
調
査
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
い

さ
さ
か
痛
手
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
四
名
は

一
定
の
研
究
を
す
す
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
関
係
各
位
に
深
謝

す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
単
位
取
得
後
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
韓

国
・
高
麗
大
学
民
族
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
な
ど
を
へ
て
、
一
九
九
八
年
本
学
助
教

授
、一
九
九
九
年
本
学
教
授
。
著
書
に『
韓
国
社
会
意
識
粗
描
』『
抵
抗
の
韓
国
社
会
思
想
』

『
韓
国
の
社
会
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
』、
訳
書
に
金
東
椿
『
近
代
の
か
げ
』
な
ど
。

本
学
経
済
学
部
で
「
韓
国
社
会
経
済
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
ア
ジ
ア
歴
史
社
会
論
Ⅰ
」、
大
学
院

経
済
学
研
究
科
で
「
韓
国
社
会
経
済
論
特
殊
講
義
Ⅰ
」「
東
ア
ジ
ア
経
済
論
特
殊
研
究

Ⅱ
」、
そ
の
他
を
担
当
。
本
学
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
レ
ス
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
顧
問
。

４
人
の
教
員
が
海
外
調
査
と
文
献
資
料
か
ら
分
析

法
学
部
教
授

山や
ま

本も
と 

健け
ん

太た

郎ろ
う

　　

日
本
で
は
１
９
９
０
年
代
以

降
、
首
相
の
権
限
を
強
化
す
る

制
度
改
革
が
進
ん
だ
。「
安
倍

一
強
」
と
称
さ
れ
、
長
期
政
権

を
築
い
た
第
二
次
以
降
の
安
倍

内
閣
は
、

そ
の
帰
結

だ
っ
た
。

だ
と
す
れ

ば
、
同
じ

制
度
下
に

あ
る
菅
内

閣
が
短
命

に
終
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
岸

田
内
閣
は
、
一
体
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

安
倍
一
強
の
制
度
面
以
外
の

背
景
と
し
て
、
安
倍
氏
が
最
大

派
閥
の
実
質
的
な
ト
ッ
プ
で
あ

り
、
第
二
派
閥
を
率
い
る
麻
生

太
郎
氏
と
緊
密
に
連
携
す
る
こ

と
で
、
自
民
党
内
に
強
い
権
力

基
盤
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
見

逃
せ
な
い
。
加
え
て
、
総
裁
在

任
中
に
大
型
国
政
選
挙
で
勝
利

を
重
ね
、
選
挙
に
勝
て
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
自
民
党
議
員
を
従

わ
せ
る
実
績
を
積
み
重
ね
た
。

い
わ
ば
、
制
度
と
党
内
基
盤
の

双
方
で
、
安
倍
内
閣
は
強
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
後
を
受
け
継
い
だ
菅

内
閣
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

発
足
時
こ
そ
、
主
要
派
閥
を
軒

並
み
味
方
に
つ
け
た
菅
氏
だ
っ

た
が
、
自
身
は
無
派
閥
で
あ
り
、

党
内
基
盤
は
強
く
は
な
い
。
そ

こ
で
、
世
論
の
支
持
を
つ
な
ぎ

と
め
て
選
挙
に
勝
て
る
リ
ー

ダ
ー
と
の
期
待
を
高
止
ま
り
さ

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
対
応
な
ど
で
菅
氏
は
こ
れ
に

失
敗
し
た
。
制
度
上
は
強
い

リ
ー
ダ
ー
た
り
得
て
も
、
世
論
、

ひ
い
て
は
与
党
の
支
持
を
失
っ

て
し
ま
え
ば
一
強
体
制
を
築
け

な
い
の
だ
。

　

菅
後
継
を
選
ぶ
総
裁
選
で
は

岸
田
文
雄
氏
が
勝
利
し
た
。
菅

氏
と
異
な
り
自
ら
の
派
閥
を
率

い
る
岸
田
氏
だ
が
、
岸
田
派
は

党
内
第
五
勢
力
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
で
岸
田
氏
は
、
主
要
派
閥

を
率
い
る
大
物
議
員
と
通
じ
、

議
員
票
を
ま
と
め
た
こ
と
で
、

宰
相
の
座
を
手
繰
り
寄
せ
た
。

　

岸
田
氏
は
、
菅
氏
に
比
べ
れ

ば
党
内
に
支
持
基
盤
を
有
す
る

も
の
の
、
安
倍
氏
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。
有
力
派
閥
に
遠
慮
し

た
よ
う
に
も
見
え
る
最
初
の
人

事
は
そ
の
現
れ
だ
。
こ
れ
は
、

「
一
強
」
か
ら
の
転
換
に
も
映

る
。
他
方
、
総
選
挙
で
一
定
の

結
果
を
残
し
、
そ
の
後
も
発
足

時
に
近
い
支
持
率
を
維
持
し
続

け
な
け
れ
ば
、
弱
い
党
内
基
盤

が
露
呈
す
る
。
そ
れ
を
避
け
る

に
は
、
有
力
者
に
配
慮
な
ど
せ

ず
「
一
強
」
を
目
指
す
方
が
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。
総
選
挙
の

結
果
は
本
稿
執
筆
時
点
で
は
出

て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

岸
田
内
閣
の
明
る
い
未
来
は
、

薄
氷
の
上
を
渡
り
切
っ
た
先
に

し
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

一
強
政
治
と
岸
田
内
閣

『Malthus Across Nations
The Reception of 
Thomas Robert Malthus 
in Europe, America and Japan』 
森下宏美（経済学部教授）共編

Edward Elgar 2020      

得
意
で
あ
っ
て
も
会
計
（
簿
記
）
は

嫌
い
と
い
う
学
生
は
多
い
で
す
。

　

加
え
て
、
会
計
嫌
い
を
量
産
し
て

い
る
原
因
の
一
つ
に
、
検
定
試
験
が

関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
商
簿

記
検
定
の
２
級
で
す
。
信
じ
ら
れ
な

い
こ
と
に
日
商
簿
記
２
級
の
合
格
率

は
、
２
０
１
７
年
11
月
試
験
以
降

３
割
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
（
第
１
５
７
回
試
験
の
合
格
率

は
８
・
６
％
！
）。
な
ぜ
「
重
箱
の
隅

つ
つ
く
の
助
」
の
よ
う
な
問
題
を
出

題
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
会
計

を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
団
体

　
【
問
題
】
世
界
の
大
学
生
（
大
学
院

生
）
か
ら
人
気
が
な
く
（
嫌
わ
れ
て

い
る
？
）、
必
要
不
可
欠
だ
け
ど
退
屈

と
思
わ
れ
て
い
る
科
目
は
何
で
し
ょ

う
か
。

　
〔
答
え
〕
会
計
学
。
経
営
学
部
・
商

学
部
の
学
生
で
あ
れ
ば
、
会
計
入
門

と
し
て
簿
記
を
学
習
し
ま
す
ね
。
し

か
し
、
こ
れ
が
常
識
の
感
覚
と
は
異

な
る
こ
と
が
多
い
た
め
か
、
計
算
が

が
、
自
ら
会
計
嫌
い
を
増
や
し
て
い

る
よ
う
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

会
計
数
値
は
人
々
の
行
動
や
意
思

決
定
し
た
結
果
で
す
。
会
計
を
使
い

こ
な
す
た
め
の
肝
所
は
、
会
計
数
値

の
背
景
に
ど
ん
な
物
語
が
あ
っ
た
の

か
を
想
像
す
る
こ
と
で
す
。
ヒ
ト
は

測
定
さ
れ
る
と
行
動
を
変
え
ま
す
。

管
理
者
の
方
々
は
ヒ
ト
の
心
理
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会

計
数
値
と
現
実
と
の
突
き
合
わ
せ
の

２
つ
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
①
イ

ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
ズ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
②
公
営
企
業
の
管
理
会
計
で
す
。

組
織
体
の
価
値
を
創
造
す
る
源
泉

は
、
有
形
資
産
で
は
な
く
イ
ン
タ
ン

ジ
ブ
ル
ズ
（
無
形
の
資
産
）
に
シ
フ

ト
し
て
い
ま
す
。
人
材
、
組
織
文
化
、

経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
企
業

の
評
判
な
ど
の
イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
ズ

は
貸
借
対
照
表
に
は
計
上
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
組
織
に
と
っ
て
重
要
な
価
値

創
造
の
源
泉
で
す
。

　

公
営
企
業
は
上
・
下
水
道
、
病
院
、

交
通
な
ど
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
不

可
欠
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
、
公
的
組
織
に
も
統
合
報
告

が
適
用
さ
れ
る
事
例
が
海
外
で
増
え

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る

と
現
場
に
望
ま
し
い

影
響
を
与
え
ら
れ
る

の
か
。
経
営
改
善
の

た
め
の
会
計
利
用
と

い
う
視
点
か
ら
、
私

は
現
場
を
良
く
す
る

た
め
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

経営学部教授　
関
せき

谷
や

 浩
ひろ

行
ゆき

（専門：管理会計）

『行政管理会計の基礎と実践』 
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経営改善のための会計利用の視点から

映画監督の白石和彌氏（左）と
原作者で作家の柚月裕子氏

本学卒業生で作家の河﨑秋子氏

　

経
済
学
部
は
、
卒
業
生
で
作
家

の
河
﨑
秋
子
氏
を
講
師
に
迎
え

て
特
別
講
演
会
を
実
施
し
、
９

月
25
日
〜
10
月
８
日
に
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
た
。

　

河
﨑
氏
は
２
０
０
２
年
に

大
学
を
卒
業
後
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
綿
羊
飼
育

を
学
ん
だ
。
帰
国
後
は
、
別

海
に
あ
る
実
家
の
牧
場
で
羊

飼
い
を
し
な
が
ら
執
筆
活
動

を
続
け
、
２
０
１
４
年
『
颶

風
の
王
』
で
三
浦
綾
子
文
学

賞
、
２
０
１
９
年
『
肉
弾
』

で
第
21
回
大
藪
春
彦
賞
、

２
０
２
０
年
『
土
に
贖
う
』

で
第
39
回
新
田
次
郎
文
学

賞
な
ど
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
。

現
在
は
十
勝
に
在
住
し
、
専
業

作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、『
土
に
贖
う
』
の

中
で
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

　

人
文
学
部
は
日
本
文
化
学
科

の
講
義
「
日
本
映
画
論
」
の
一

環
と
し
て
、
７
月
28
日
に
映
画

「
孤
狼
の
血
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
２
」
公

開
記
念
特
別
講
義
を
実
施
し
た

（
講
義
映
像
は
、
８
月
20
日
〜
９

月
20
日
、YouTube

で
公
開
）。

　

講
演
で
は
、
こ
の
映
画
を
監

督
し
た
白
石
和
彌
さ
ん
と
、
原

作
者
の
柚
月
裕
子
さ
ん
を
特
別

講
師
に
お
招
き
し
、
日
本
文
化

る
、
ミ
ン
ク
や
蚕
、
鳥
、

馬
な
ど
動
物
に
関
わ
る
北

海
道
の
消
え
た
産
業
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、

規
模
は
小
さ
い
が
現
在
も

付
加
価
値
を
見
つ
け
て
生

き
残
り
を
図
っ
て
い
る
綿

羊
産
業
も
紹
介
し
、
理
解

を
求
め
た
。

　

最
後
に
学
生
時
代
を
振

り
返
り
「
あ
の
こ
ろ
は
吸

収
力
が
す
ご
か
っ
た
。
学

生
時
代
に
し
か
知
覚
で
き
な
い

も
の
が
確
か
に
あ
る
。
今
し
か

で
き
な
い
、
い
ろ
ん
な
経
験
を

し
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

学
科
の
大
石
和
久
教
授
（
映
画

美
学
）
と
田
中
綾
教
授
（
日
本

文
学
）
が
お
話
を
聞
い
た
。

　

近
年
、
小
説
が
映
画
化
さ
れ

る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

の
時
代
に
お
い
て
一
つ
の
物
語

が
ど
ん
ど
ん
形
を
変
え
て
語
り

直
さ
れ
て
い
る
（
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
〔
翻
案
〕）
が
、お
二
人
は
、

映
画
と
小
説
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

手
法
や
こ
だ
わ
り
、
作
品
を
つ

く
る
意
義
や
物
語
の
持
つ
力
に

つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

登
場
人
物
の
履
歴
書
や
時
系

列
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
ブ

レ
や
間
違
い
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
小
説
を
書
い
て
い

る
と
い
う
柚
月
氏
の
話
や
、
常

に
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
る
と
い
う
白
石
氏

の
話
な
ど
、
興
味
深
い
話
が
盛

り
だ
く
さ
ん
の
貴
重
な
講
義
と

な
っ
た
。

 

経
済
学
部
特
別
講
演
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

『北海道の消えた産業』

講
師
に
作
家
・
河
﨑
秋
子
氏

（
経
済
学
部
Ｏ
Ｇ
）

「
孤
狼
の
血
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
２
」公
開
記
念
特
別
講
義出席したご遺族および関係者

　

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に
よ
る

令
和
３
年
度
浅
羽
祭
が
10
月
22
日
、

本
学
４
号
館
第
３
会
議
室
に
お
い
て

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。浅
羽
祭
は
、

北
海
学
園
創
立
功
労
者
で
あ
る
浅
羽

靖
先
生
（
１
８
５
４
～
１
９
１
４
）

の
ご
命
日
に
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
。
毎

年
、
浅
羽
先
生
を
は
じ
め
物
故
さ
れ

た
歴
代
の
理
事
長
、
学
長
、
校
長
、

さ
ら
に
、
こ
の
１
年
間
に
逝
去
さ
れ

た
教
職
員
及
び
学
生
・
生
徒
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
い
る
。

浅あ
さ

羽ば

祭
挙
行

令和３年度

『事務長経験者が語る
中小病院経営のヒント』 

関谷浩行 他共著
公益社団法人全国自治体病院協議会事務部会

中小病院の経営を考える事務
プロジェクトチーム 2020
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経営学部経営学科    

中
な か む ら

村 暁
と き

子
こ

 講師    

【経営組織論】

  

本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の
研

究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と
も
に
紹

介
す
る
「
研
究
室
を
訪
ね
て
」。
今

年
度
本
学
に
着
任
し
、
経
営
組
織

な
ど
の
講
義
を
担
当
す
る
経
営
学

部
の
中
村
暁
子
講
師
の
登
場
で
す
。

ー
ー
研
究
者
を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
村　

そ
れ
が
あ
ま
り
カ
ッ
コ
い

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
ん
で
す

（
笑
）。
実
は
小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
テ
ニ
ス
一
筋
で
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
勉
強
は
苦
手
で
し
た
。
そ

れ
で
大
学
で
は
「
部
活
と
か
の
組

織
づ
く
り
に
役
立
つ
か
な
」
ぐ
ら

い
の
気
持
ち
で
高
橋
正
泰
先
生
（
明

治
大
学
教
授
）
の
「
経
営
組
織
論
」

の
ゼ
ミ
に
入
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ

で
「
答
え
が
な
い
も
の
」
を
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ー
ー
大
学
卒
業
後
、
い
っ
た
ん
就
職

さ
れ
て
ま
す
ね
。

中
村　

高
橋
先
生
に
大
学
院
進
学

も
勧
め
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
私
は

地
元
が
長
野
な
の
で
、
東
京
で
大

学
院
に
通
う
の
は
経
済
的
に
難
し

く
て
、
長
野
の
地
方
銀
行
に
就
職

し
ま
し
た
。
た
だ
実
際
に
働
い
て

み
る
と
、
銀
行
と
い
う
組
織
は
や

は
り
保
守
的
な
面
が
あ
っ
て
、
女

性
は
な
か
な
か
活
躍
し
づ
ら
い
環

境
で
し
た
。
そ
れ
で
「
自
分
は
本

当
は
何
が
や
り
た
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、

二
年
で
銀
行
を
辞
め
て
、
大
学
院

の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
決
断
を
し

た
時
、
父
は
し
ば
ら
く
口
も
利
い

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は

応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ー
ー
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
（
笑
）。
ご

専
門
の
「
ミ
ク
ロ
組
織
論
」
と
は

ど
ん
な
学
問
で
す
か
。

中
村　

会
社
と
か
行
政
と
か
家
族

と
か
人
間
の
集
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
最
大
化
に
つ
い
て
考
え
る

の
が
組
織
論
で
す
。
マ
ク
ロ
組
織

論
が
組
織
全
体
の
構
造
と
か
戦
略

を
扱
う
の
に
対
し
て
、
ミ
ク
ロ
組

織
論
は
組
織
の
中
の
人
間
や
そ
の

関
係
に
注
目
し
よ
う
と
い
う
学
問

で
す
。

ー
ー
先
生
は
現
在
、
組
織
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
関
す
る
研
究
を
さ
れ
て
ま

す
が
、
銀
行
で
の
経
験
は
ヒ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村　

そ
う
で
す
ね
。
女
性
に
限

ら
な
い
の
で
す
が
、
あ
る
組
織
の

中
で
活
躍
し
た
い
と
願
っ
て
い
る

人
が
、
そ
の
場
を
与
え
ら
れ
な
い

の
は
何
で
だ
ろ
う
、
と
い
う
違
和

感
が
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
の
は

確
か
で
す
。

働
く
女
性
を
支
え
る

「
第
３
の
場
」

ーー
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

中
村　

ひ
と
つ
は
日
本
の
会
社
組

織
に
お
い
て
「
昇
進
し
た
く
な
い

女
性
」
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す

る
研
究
で
す
。
あ
る
先
行
研
究
で

は
、「
課
長
相
当
職
以
上
」
へ
の
昇

進
を
希
望
す
る
男
性
は
63
％
を
越

え
ま
す
が
、
女
性
で
希
望
す
る
人
は

15
％
弱
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
諸
外

国
と
比
較
し
て
も
低
い
数
字
で
す
。

　

要
因
と
し
て
は
「
女
性
は
家
庭

を
守
る
べ
き
、
と
い
う
伝
統
的
な

性
別
役
割
分
業
が
根
強
い
か
ら
」

と
か
「
企
業
側
の
体
質
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
」
な
ど
様
々
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
会
社
組
織
の
中
で

実
際
に
活
躍
し
て
い
る
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
（
目
標
と
な
る
人
物
）
が
少

な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
人
物
が
社
内
に
い

な
い
と
答
え
る
女
性
が
多
い
で
す
。

ー
ー
ど
う
す
れ
ば
女
性
の
昇
進
意
欲

が
高
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

従
来
は
女
性
の
昇
進
意
欲

に
関
す
る
研
究
と
い
う
と
職
場
と

家
庭
と
い
う
二
つ
の
場
に
お
け
る

要
因
が
中
心
で
し
た
が
、
私
が
注

目
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
外
の

「
第
３
の
場
」、
例
え
ば
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
影
響
で
す
。
女
性
は

男
性
よ
り
も
多
様
な
人
物
と
交
流

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
昇

進
の
よ
う
に
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
場
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
や
関
係
性
が
支

え
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
私
は
社
会
や
組
織
の
中

で
女
性
が
ど
う
し
て
も
活
躍
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
性
別

や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
活
躍
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
が
活
躍
で
き

る
組
織
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
視
点
で
、

組
織
に
お
け
る
人
間
そ
の
も
の
に

注
目
し
た
研
究
が
も
っ
と
必
要
な

の
で
は
、
と
い
う
立
場
な
ん
で
す
。

ーー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
村　

少
し
大
人
し
い
と
い
う
か
、

も
っ
と
ガ
ン
ガ
ン
来
て
い
い
よ
、

と
言
い
た
い
で
す
ね
（
笑
）。
こ
れ

ま
で
の
勉
強
は
問
題
を
出
さ
れ
て
、

そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
作
業
だ
っ

た
と
思
う
ん
で
す
が
、
大
学
で
の

学
び
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
学
生
時
代
、
あ
る
先
輩

に
「
正
し
い
問
い
を
導
き
だ
せ
た

ら
、
論
文
は
８
割
書
け
た
も
同
然
」

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
自
分
で

問
題
を
見
つ
け
る
の
が
学
問
の
世

界
で
も
あ
る
。
皆
さ
ん
が
「
私
は

こ
れ
が
知
り
た
い
」
と
本
当
に
夢

中
に
な
れ
る
「
問
い
」
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
た
い
で

す
ね
。

研究室を
訪ねて Vol.

05

明 治 大 学 大 学 院 経 営 学 研 究 科 経
営学専攻博士前期課程修了。 修 士

（ 経 営 学 ）（ 明 治 大 学 ）、Master of 
Business Administration（SolBridge 
International School of Business）。
研究テーマは、組織とジェンダーに関
する研究。

中村先生の
プチ解説

　学術研究では、女性の昇進意欲は男性よりも低いことが
明らかになっている。別の研究では能力や経験の不足、家
庭への責任などを理由に昇進を頑なに拒む女性が描かれ
る。こうした状況への取り組みが進められてきたが、依然
として指導的な立場で活躍する女性は限定的である。
　また、既に管理職として活躍する女性たちが「下駄を履
かせてもらったから」、「だから女性は」と言われないよう
な振る舞いを心がけていることを指摘する研究もある。昇
進する「まで」も、昇進して「から」も課題は山積する。
　組織のジェンダー研究は、これまでの組織の理論や実践
が男性に委ねられ、男性の言語によって行われていたこと
に疑問をもつ。女性のキャリアの諸問題を解決するために
は、深く根付いたジェンダーに関する当たり前や既存の理
論を問い、日々の行動やことばがジェンダーに囚われてい
ないか、私たち一人ひとりが思案してみる必要があるかも
しれない。

昇進したくない女性たち

大学時代にはテニスの大会で入賞

高橋研究室の OB・OG 会にて（2017 年）

銀行勤務の経験を経て研究者の道へ
人間関係に注目する「ミクロ組織論」

　　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
母
子
世
帯
の
経
済
状
況

は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
以
前
か

ら
多
く
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は

「
働
い
て
も
貧
困
」
の
状
態
に

お
か
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
ほ

と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

労
働
と
い
う
観
点
か
ら
、

彼
女
ら
の
「
働
い
て
も

貧
困
」
の
実
態
と
そ
の
要
因
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

　

私
が
調
査
を
行
っ
た
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
当
事
者
団
体
で
あ

る
公
益
社
団
法
人
札
幌
市
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
会
員
も

84
・
６
％
が
就
業
し
て
い
る
。

一
月
あ
た
り
の
就
労
収
入
（
手

取
り
額
）
は
正
社
員
が
18
・

３
万
円
、
非
正
規
が
12
・
４
万

円
で
あ
る
。
児
童
扶
養
手
当

等
を
含
め
た
収
入
で
も
札
幌
市

に
お
け
る
母
子
３
人
の
夏
季
の

生
活
保
護
の
最
低
生
活
費
23
・

４
万
円
を
超
え
る
者
は
少
な

く
、
経
済
状
況
は
本
当
に
厳
し

い
。

　

彼
女
ら
の
約
６
割
は
非
正
規

で
あ
る
が
、
育
児
負
担
か
ら
非

正
規
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
出
産
し
て
正
社
員
を
辞

め
た
事
に
よ
っ
て
日
本
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇
用
で
成
り

立
っ
て
い
る
正
社
員
雇
用
（
職

務
、
労
働
時
間
、
場
所
が
無
限

定
で
あ
る
雇
用
）
か
ら
排
除
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
の
仕
事
で
は

生
活
費
を
稼
げ
な
い
た
め
、
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク

や
ト
リ
プ
ル

ワ
ー
ク
を

行
っ
て
い
る

者
も
い
る
。

そ
し
て
、
セ

ク
ハ
ラ
や
パ

ワ
ハ
ラ
等
で

望
ま
な
い
形

で
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い

者
も
多
い
。
非
正
規
か
ら
正
社

員
へ
の
移
行
を
望
む
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
は
少
な
く
な
い
が
、
職

場
で
は
何
を
す
れ
ば
正
社
員
に

な
れ
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

　

一
方
の
正
社
員
と
な
っ
て
い

る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
っ
て

も
、
彼
女
ら
の
多
く
は
第
一
子

出
産
時
に
離
職
し
た
た
め
、
彼

女
ら
も
ま
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

型
雇
用
か
ら
排
除
さ
れ
、
賃
金

が
低
い
「
周
辺
的
正
社
員
」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
非
正

規
、
正
社
員
と
も
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
労
働
時
間
は
決

し
て
短
く
な
い
の
で
あ

る
。

　

コ
ロ
ナ
対
応
で
も
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
へ
の
給
付
金
の
支
給
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
凌

ぎ
で
し
か
な
い
。
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
貧
困
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
女
性
全
体
が
仕
事
と
子

育
て
を
両
立
で
き
、
な
お
か
つ

経
済
自
立
が
可
能
に
な
る
新
た

な
働
き
方
を
構
築
す
る
事
が
必

要
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、「
生
態
人
類
学
は

挑
む
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
一

環
と
し
て
本
年
６
月
に

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
同

シ
リ
ー
ズ
は
単
著
の
モ

ノ
グ
ラ
フ
10
冊
、
論
集
で
あ
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
６
冊
の
刊
行
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
１
年

11
月
10
日
現
在
で
、
モ
ノ
グ
ラ

フ
４
冊
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
冊
が

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

人
文
学
部
小
松
か
お
り
先
生
の

モ
ノ
グ
ラ
フ
「
バ
ナ
ナ
の
生
態

学
」、
ま
た
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
つ

く
る
・
つ
か
う
」
で
は
経
済
学

部
牛
久
晴
香
先
生
の
論
文
も
刊

行
予
定
で
す
。
執
筆
者
の
ほ
と

ん
ど
は
生
態
人
類
学
会
に
所
属

し
て
い
る
研
究
者
で
す
。
生
態

人
類
学
と
い
う
分
野
に
つ
い
て

は
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
言
で
い
え
ば
、

人
間
の
活
動
に
注
目
し
、
自
然

と
文
化
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
私
が
１
９
８
８

年
か
ら
調
査
・
研
究
を
行
な
っ

て
き
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
内
陸
熱
帯
雨
林
に
暮
ら
す
ク

ボ
と
い
う
集
団
を
中
心
に
、
同

じ
く
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

沿
岸
部
に
暮
ら
す
キ
ワ
イ
集
団

も
取
り
上
げ
て
、
か
れ
ら
の
諸

活
動
と
社
会
の
あ
り
方
な
ど
を

比
較
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
以
外
の
調

査
地
で
あ
る
ト
ン
ガ
王
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

つ
い
て
も
、
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

私
の
調
査
は
、
対
象
集
団
の

活
動
、
と
く
に
資
源
利
用
に
関

す
る
定
量
的
デ
ー
タ
を
計
測
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
本

書
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、「
重

さ
が
あ
れ
ば
重
さ
を
測
る
、
長

さ
が
あ
れ
ば
長
さ
を
測
る
、
動

き
が
あ
れ
ば
時
間
を
測
る
」
と

い
う
の
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
し

か
し
、
こ
の

よ
う
に
し
て

集
め
た
デ
ー

タ
を
、
個
々

の
社
会
の
脈

絡
の
中
で
解

釈
す
る
際
に

は
、
定
量
的

デ
ー
タ
だ
け

で
は
な
く
、
か
れ
ら
の
社
会
に

埋
め
込
ま
れ
た
文
化
を
読
み
解

い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
か
れ
ら
と
過

ご
す
日
常
生
活
の
中
で
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
本
書
で
は
、
学
術
論

文
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
少

な
い
そ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

記
述
し
た
つ
も
り
で
す
。

本
書
だ
け
で
な
く
、
本

シ
リ
ー
ズ
の
他
の
本
も

お
読
み
い
た
だ
き
、
生
態
人
類

学
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

労
働
か
ら
考
え
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
貧
困

を自著自著
語る 27

人
文
学
部
教
授

須す

田だ 

一か
ず

弘ひ
ろ

人
々
の
諸
活
動
と
社
会
の
あ
り
方
を
比
較

  『シングルマザーの貧困は
なぜ解消されないのか 

   「働いても貧困」の現実と支援の課題』      
勁草書房 2021 年

 『生態人類学は挑む MONOGRAPH ３
ニューギニアの森から

    平等社会の生存戦略』         
京都大学学術出版会 2021年

経
済
学
部
教
授

中な
か

囿ぞ
の  

桐き
り

代よ
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長
い
も
な
ど
約
二
万
六
百
㌶
の

農
業
地
帯
で
す
が
、
近
年
、
農

業
用
水
が
増
加
し
た

り
、
作
物
育
成
時
期
の

降
雨
量
が
減
少
し
て
い

て
、
こ
う
し
た
水
需
要
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
の
工
事
で
す
。

入
社
し
て
か
ら
道
路
や
河
川
、
橋

の
工
事
を
は
じ
め
、
魚
礁
ブ
ロ
ッ

ク
を
海
に
沈
設
す
る
と
い
う
仕

事
も
し
ま
し
た
。
土
木
の
仕
事

は
と
て
も
幅
広
い
ん
で
す
」

─
現
場
代
理
人
と
し
て
も
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

「
今
の
現
場
で
は
２
番
手
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
の

萩原建設工業株式会社
土木部工務課

工務係長　林
はやし

 真
ま

弓
ゆ み

さん

工学部社会環境工学科
平成21年度卒・５期生

４
年
間
は
、
現
場
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
現
場
代
理
人
と
し
て
、
平

成
28
年
８
月
北
海
道
豪
雨
災
害

で
分
断
さ
れ
た
国
道
の
復
旧
工

事
を
は
じ
め
、
川
の
拡
幅
工
事
、

橋
梁
の
補
修
、
河
道
掘
削
の
工

事
を
担
当
し
ま
し
た
」

─
現
場
代
理
人
は
現
場
所
長
と

も
呼
ば
れ
中
小
企
業
の
経
営
者

の
よ
う
な
仕
事
と
聞
き
ま
し
た
。

「
現
場
代
理
人
は
、
社
長
の
代
理

と
し
て
現
場
を
統
括
し
、
原
価

管
理
、
工
程
管
理
、
安
全
管
理
、

品
質
管
理
な
ど
を
行
っ
て
全
責

任
を
負
い
ま
す
。
大
き
な
権
限

を
持
ち
、
億
単
位
の
お
金
が
動

く
の
で
、
そ
の
責
任
は
大
き
い

で
す
」

─
現
場
で
は
作
業
員
の
方
々
な

ど
多
く
の
人
を
ま
と
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
と
に
か
く
楽
し
く
仕
事
を
す
る

の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
我
々

が
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、

作
業
員
の
み
な
さ
ん
た
ち
も
そ

の
雰
囲
気
に
引
っ
張
ら
れ
て
楽

し
い
現
場
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

「
林
が
来
た
ら
（
現
場
が
）
明
る

く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

少
し
は
役
だ
っ
て
い
る
か
な
と
」

─
今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
現
場
は
？

「
平
成
28
年
８
月
北
海
道
豪
雨

災
害
の
工
事
で
す
。
台
風
直
撃

中
に
河
川
氾
濫
の
可
能
性
が
高

ま
っ
て
す
ぐ
に
稼
働
し
、
堤
防

の
水
処
理
に
一
晩
中
張
り
付
き

ま
し
た
。
そ
し
て
朝
に
な
っ
た

ら
、
あ
ち
こ
ち
の
国
道
が
分
断
さ

れ
て
い
た
り
、
狩
勝
峠
で
土
砂

崩
れ
が
起
き
て
い
た
り
…
。
私

は
清
水
町
の
国
道
を
担
当
し
た

ん
で
す
が
、
一
カ
月
弱
で
仮
設

の
橋
を
架
け
て
復
旧
さ
せ
ま
し

た
。
24
時
間
体
制
の
工
事
で
す
。

あ
の
一
カ
月
は
本
当
に
濃
厚
で
、

今
振
り
返
っ
て
も
よ
く
や
っ
た

な
と
。
で
も
そ
れ
が
、
自
分
の

力
に
な
っ
た
し
、
経
験
に
も
な
っ

た
し
、
何
よ
り
「
土
木
」
が
地

域
に
役
立
つ
っ
て
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
と
、
改
め
て
建
設
業

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
ね
」

─
な
ぜ
社
会
環
境
工
学
科
に
？

「
高
校
受
験
で
工
業
高
校
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
た
く
ら
い
、
機

械
い
じ
り
と
か
〝
も
の
づ
く
り
〟

が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
（
笑
）。

な
の
で
、
大
学
進
学
の
時
に
は

土
木
系
を
探
し
て
い
ま
し
た
」

─
大
学
時
代
の
思
い
出
は
？

「
４
年
次
の
授
業
で
現
場
見
学
が

あ
り
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、

す
ご
く
感
動
し
て
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
将
来
は
建
設
関
係
に
進

も
う
と
思
い
ま
し
た
」

─
就
職
活
動（
以
下
、就
活
）は
？

「
最
初
は
み
ん
な
が
公
務
員
試
験

を
受
け
る
か
ら
と
私
も
一
通
り

受
け
ま
し
た
が
全
滅
。
民
間
の
就

活
は
出
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
の

会
社
で
募
集
が
あ
り
、
採
用
試

験
を
受
け
た
ら
受
か
っ
た
。
正

直
、
何
も
わ
か
ら
な
い
で
建
設

会
社
に
入
っ
た
ん
で
す
（
笑
）」

─
今
の
仕
事
に
つ
い
て
ど
う

思
っ
て
い
ま
す
か
？

「
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。
自
分
に

向
い
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
地

味
で
大
変
な
仕
事
で
す
が
、
土

木
が
な
い
と
人
々
の
生
活
は
成

り
立
た
な
い
。
ま
ち
を
一
つ
造
っ

て
い
く
よ
う
な
大
き
な
仕
事
で
、

や
り
が
い
は
あ
り
ま
す
。
後
輩

た
ち
に
は
、
興
味
が
あ
る
な
ら

勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
込
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
土
木
の
仕
事

芽室町
帯広市

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

日
本
有
数
の
畑
作
地
帯
で
あ

る
十
勝
管
内
芽
室
町
の
土
木
工

事
現
場
で
、
施
工
監
理
の
仕
事

を
し
て
い
る
入
社
12
年
目
の
林

真
弓
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

▶　

◀　

▶　

◀

─
現
在
は
ど
の
よ
う
な
工
事
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

「
農
業
用
水
路
の
整
備
工
事
で

す
。
こ
の
地
区
は
小
麦
や
豆
類
、

今年春に入社した上野みなみさん（左）と林
さん。若手社員の育成にも力を注いでいる

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連
載
す

る
「
人
脈
記
」。
１
２
６
号
登
場

の
前
田
麦
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ

た
の
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
佐
々
木
信
さ
ん
だ
。

　

札
幌
市
民
に
は
お
な
じ
み

の
サ
ッ
ポ
ロ
ス
マ
イ
ル
ロ
ゴ

「SAPP ‿RO

」
を
は
じ
め
札
幌
市

交
通
局
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
シ
ラ
ベ
ル
カ
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
数
々
の
デ
ザ
イ
ン
を
手

が
け
て
き
た
。
ま
た
、
２
０
１
８

年
に
誕
生
し
た
本
学
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
考
案
し
た

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
。　

　
　

　

佐
々
木
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ン
会
社

３
Ｋ
Ｇ
の
代
表
、
小
売
業
の
Ｄ
＆

Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
の
オ
ー
ナ
ー
を
務

め
る
。

　
「
３
Ｋ
Ｇ
の
始
ま
り
は

２
０
０
１
年
で
す
。
当
時
は
ま
だ

会
社
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

仲
間
が
集
ま
っ
て
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
し

て
い
ま
し
た
」

　

２
０
０
７
年
に
、
も
う

少
し
社
会
と
関
わ
れ
な
い

か
と
の
思
い
か
ら
、
Ｄ
＆

Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ 

ｂ
ｙ 

３
Ｋ
Ｇ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ナ
ガ

オ
カ
ケ
ン
メ
イ
氏
が
展
開

す
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
テ
ー
マ
と
す
る
お

店
の
北
海
道
店
だ
。

　
「
世
の
中
『
新
し
い
』

を
売
り
で
商
売
し
て
い
ま

す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
売

り
方
を
し
て
成
り
立
つ
の

か
実
験
で
す
。
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
で
す
け
ど

（
笑
）。」

　

店
内
に
は
、
旭
川
の
高

橋
工
芸
の
木
の
器
や
置
戸

町
の
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
、
小
樽
の
第

一
ゴ
ム
の
長
靴
な
ど
、
そ
の
地
方

で
長
く
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
も

の
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
「
お
店
を
始
め
た
こ
と
で
、
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
考
え
方
は
か
な

り
変
わ
り
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
よ
く

作
り
た
い
気
持
ち
と
、
商
品
を
売

る
た
め
に
効
果
を
出
し
た
い
気
持

ち
。〝
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
〟
と

〝
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
〟。
そ

の
間
で
価
値
観
が
衝
突
し
ま
し

た
。
お
店
の
場
合
は
売
れ
る
か
ど

う
か
。
伝
え
る
上
で
ど
う
美
し
く

あ
る
か
を
考
え
ま
す
。
伝
わ
ら
な

い
け
ど
カ
ッ
コ
い
い
も
の
に
は
興

味
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
の

バ
ラ
ン
ス
を
常
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
」

　　

今
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
４
年
前
か
ら
毎
月

出
し
て
い
る
「
庭
し
ん
ぶ

ん
」。
え
ほ
ん
と
お
も
ち
ゃ

の
専
門
店
「
ろ
ば
の
こ
」

を
運
営
す
る
藤
田
進
さ
ん

と
作
る
子
供
と
そ
の
親
向

け
の
新
聞
だ
。「
僕
に
も

藤
田
く
ん
に
も
子
供
が
い

て
、
彼
ら
、
彼
女
た
ち
に

語
り
か
け
て
い
る
感
じ
で

す
。
こ
の
新
聞
を
読
ん
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
新
聞

を
き
っ
か
け
に
何
か
見
つ

け
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
２
年
ほ
ど
前

か
ら
小
別
沢
（
札
幌
市
内
）

に
畑
を
借
り
て
野
菜
を

作
っ
た
り
、
鶏
も
飼
い
始

め
た
。
も
と
も
と
農
場
で

働
い
て
い
た
藤
田
さ
ん
の

影
響
だ
。
店
内
に
は
そ
の
日
と
れ

た
て
の
卵
も
売
ら
れ
て
い
る
。

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
か
ら

畑
作
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
そ
の
理
由
は
何

な
の
か
。

　
「
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
た
時
か
ら

デ
ザ
イ
ン
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
だ
け
を

ひ
た
す
ら
突
き
詰
め
て
も
そ
ん
な

に
幸
せ
に
な
ら
な
か
っ
た
。
じ
ゃ

あ
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
幸
せ
で
楽

し
く
暮
ら
せ
る
の
か
。
も
う
少
し

違
う
方
向
に
自
分
の
持
っ
て
い
る

能
力
を
使
っ
て
み
よ
う
か
な
と
、

畑
を
始
め
ま
し
た
。
畑
も
ま
た

デ
ザ
イ
ン
の
延
長
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
は
興
味
の
赴
く
ま
ま
に

や
っ
て
い
ま
す
」

　
「
大
学
時
代
は
、
あ
ま
り
学

校
に
は
行
っ
て
な
か
っ
た
で
す

（
笑
）。
英
語
の
授
業
は
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
」

　

大
学
に
行
く
よ
り
も
長
い
時
間

を
過
ご
し
た
の
が
、
シ
ア
タ
ー
キ

ノ
で
の
映
写
技
師
の
ア
ル
バ
イ

ト
。「
映
画
や
音
楽
、
デ
ザ
イ
ン

に
は
興
味
が
あ
っ
た
け
ど
、
美
大

を
目
指
す
ほ
ど
で
も
な
く
て
。
で

も
、
遠
回
り
は
し
て
い
る
け
ど
、

英
語
が
話
せ
る
こ
と
は
仕
事
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
無
駄
に

は
な
ら
な
い
」

　

大
学
の
非
常
勤
講
師
も
務
め
る

佐
々
木
さ
ん
は
、
学
生
の
感
覚
と

就
職
し
て
か
ら
の
世
界
が
切
り
離

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。「
学
生
時
代
か
ら
社
会
を
意

識
し
て
少
し
緊
張
し
て
生
き
て
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
出

て
働
き
始
め
た
か
ら
っ
て
、
世
界

が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
わ
け
で
は
な

い
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
や
り
た

い
よ
う
に
生
き
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
」

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］
１
９
７
４
年
北
海
道
生

ま
れ
。
３
Ｋ
Ｇ
代
表
。
Ｄ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
オ
ー
ナ
ー
。

２
０
０
１
年
３
Ｋ
Ｇ
設
立
。
本
学
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
は
じ
め
、
札
幌
市
交
通

局
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
や
札
幌

市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
「SAPP ‿RO

」、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
シ
ラ
ベ
ル
カ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
Ａ
Ｉ

Ｒ 

Ｄ
Ｏ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ベ
ア
ド
ゥ
」
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
。
２
０
２
１
年
よ
り

札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
非
常
勤
講
師
。

学園学園人人脈記脈記第17 回

３KG 代表 / グラフィック・デザイナー

  佐
さ

々
さ

木
き

  信
し ん

 氏
人文学部英米文化学科 平成8 年度卒・1 期生

幸せに生きるためのデザインとは
D&DEPARTMENT HOKKAIDO の店内にはたくさんの
ロングライフデザインをテーマとした商品が並ぶ

3KGのHP

子供とその親向けの
「庭しんぶん」。
D&DEPARTMENT 
HOKKAIDO で子供たちに
無料で配布されている。

　

前
号
（
第
１
２
７
号
・
８
面
）

で
紹
介
し
た
工
学
部
建
築
学
科

卒
業
生
・
青
木
弘
司
さ
ん
（
米

田
研
究
室
出
身
）
の
作
品
「
伊

達
の
家
」
＝
写
真
＝
が
、
第
46

回
北
海
道
建
築
賞
の
「
北
海
道

建
築
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
、
10

月
22
日
、
北
海
道
大
学
工
学
部

建
築
ス
タ
ジ
オ
棟
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

究
室
出
身
）
の
建
築
展
が
９
月

３
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
、
赤

れ
ん
が
テ
ラ
ス
５
Ｆ
眺
望
ギ
ャ

ラ
リ
ー 

テ
ラ
ス
計
画
で
開
催
さ

れ
た
。

　

髙
木
さ
ん
は
国
際
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
海
外
で
も
注
目
度

が
高
く
、
国
内
に
お
い
て
も
代

表
的
な
若
手
建
築
家
築
の
一
人

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
建
築
展
に
は
、
米
田

研
究
室
の
学
生
も
協
力

し
た
。

　

本
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

生
・
髙
木
貴
間
さ
ん
（
米
田
研

髙木貴間さんの作品「境界を揺さぶる」

第
46
回
北
海
道
建
築
賞

建
築
学
科
Ｏ
Ｂ

青
木
弘
司
さ
ん

建
築
Ｏ
Ｂ
髙
木
貴
間
さ
ん

札
幌
で
建
築
展
開
催

千葉県成田警察署

法学部法律学科 
令和元年度卒・54期生 

とよ た なお ひろ

豊田 直洋巡査

　

地
元
の
北
海
道
で
は
な
く
千
葉

県
を
選
ん
だ
の
は
、
千
葉
県
に
居

住
す
る
姉
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
北
海
道
か
ら
姉
の
家
に
遊
び

に
行
く
機
会
が
何
度
も
あ
り
、
首

都
圏
で
あ
り
な
が
ら
も
自
然
豊
か

な
環
境
、
千
葉
県
で
暮
ら
す
方
々

の
温
か
さ
を
知
り
、
千
葉
県
で
働

い
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

大
学
時
代
、柔
道
部
に
所
属
し
、

合
宿
や
他
大
学
と
の
合
同
稽
古
、

大
会
参
加
な
ど
、
文
武
両
道
を
目

指
し
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
団
体

戦
で
は
計
８
回
の
全
国
大
会
に
出

場
し
、
２
年

生
の
時
に
は

全
日
本
学
生

柔
道
連
盟
か

ら
の
誘
い
を

受
け
国
際
大

会
（
香
港
）

に
も
出
場
。

４
年
生
で
は

主
将
を
務
め

る
な
ど
様
々

な
経
験
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
は
、
子
供
の
頃
か
ら
警
察
官

に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
就
職
活
動

の
時
期
が
訪
れ
、
在
学
中
に
得
た

知
識
や
柔
道
で
の
経
験
を
生
か
せ

る
の
は
「
警
察
官
し
か
な
い
」
と

決
意
し
千
葉
県
警
察
を
受
験
し
ま

し
た
。
警
察
官
を
拝
命
後
は
、
全

寮
制
の
警
察
学
校
で
警
察
官
と
し

て
の
知
識
や
体
力
作
り
な
ど
の
訓

練
を
受
け
、
成
田
空
港
が
あ
る
国

際
都
市
、
成
田
市
を
守
る
成
田
警

察
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
管
内
の
治
安
を
守
る
地

域
課
、
い
わ
ゆ
る
「
町
の
お
巡
り

さ
ん
」
と
し
て
勤
務
を
し
て
い
ま

す
。
巡
回
連
絡
と
呼
ば
れ
る
各
個

人
宅
へ
の
訪
問
や
、
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
住
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら

し
を
守
り
、
ま
た
、
事
件
、
事
故

が
あ
れ
ば
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

つ
け
犯
人
を
逮
捕
し
事
故
対
応
を

す
る
な
ど
、
非
常
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

警
察
学
校
で
の
生
活
は
厳
し
い

で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ

な
け
れ
ば
、
警
察
官
と
し
て
守
る

べ
き
も
の
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
学
校
に
は
同
じ
志
を
持
っ

た
仲
間
が
い
ま
す
。
励
ま
し
合
い

な
が
ら
生
活
を
す
れ
ば
あ
っ
と
い

う
間
に
卒
業
で
き
、
一
生
の
仲
間

も
で
き
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
場
所

で
の
就
職
と
い
う
こ
と
も
あ
り
不

安
と
寂
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

千
葉
県
に
は
北
海
道
出
身
者
が
多

く
お
り
、
地
元
ト
ー
ク
で
盛
り
上

が
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

夢
は
叶
い
ま
し
た
が
警
察
官
と

し
て
現
場
に
出
て
か
ら
、
新
た
な

夢
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
服

で
勤
務
し
、
犯
人
を
捕
ま
え
て
い

く
「
刑
事
」
に
な
る
と
い
う
夢
で

す
。
い
ま
私
は
そ
の
夢
に
向
か
っ

て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
得
た
知
識
と

柔
道
の
経
験
を
生
か
し
警
察
官
に

千葉県成田警察署公津の杜交番前で
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新規開講！

フィールドワークを通じたデータ作成を学ぶ

英語しか使えない貴重な4日間の体験実習
社会科学
特別講義

令和 3 年度 法学部グローバルセミナーⅠ　English-Only Camp

写真１：リスク班フィールドワークの様子（難
得龍神社）

写真２：Story Map の一例。写真と地図上のポイントが対応
している（人文学部・竹内はるかさん作成）

　

本
学
で
は
、
経
済
学
部
・
人
文
学

部
に
お
い
て
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

論
」（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
論
）
を
開
講
し
、
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
概
念
や
社
会
的
意
義
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ
取
得
・
構
築
方
法
を
教
え
て

き
た
。
し
か
し
、
研
究
目
的
に
応
じ

た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
が
都
合
よ
く
整
備

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
自
ら
の
足
で
情
報
を

集
め
、
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
「（
社
会
科

学
特
別
講
義
）
Ｇ
Ｉ
Ｓ
現
地
調
査
入

門
」
を
開
講
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
デ
ー
タ
作
成
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
た
。

　

講
義
は
、
経
済
学
部
・
人
文
学

部
・
工
学
部
の
教
員
５
名
＋
外
部
協

力
者
に
よ
り
、
８
月
19
日
か
ら
３

日
間
で
集
中
的
に
実
施
し
、
12
名

の
学
生
を
指
導
し
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
初

め
て
触
れ
る
学
生
も
多
く
、
座
学
で

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
用
い
る

「Survey123

」、
成
果
公
開
に
用
い

る
「Story M

ap

」
と
い
う
Ｇ
Ｉ
Ｓ 

ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
操
作

方
法
を
教
え
た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
大

学
周
辺
の
災
害
危
険
個
所
を
調
べ
る

「
リ
ス
ク
班
」（
写
真
１
）
と
、
豊
平
区

の
史
跡
や
重
要
な
施
設
等
を
巡
る
「
魅

力
班
」
に
分
け
て
実
施
し
た
。
現
地
で

は
、事
前
に
作
成
し
た
「
調
査
票
」
に
、

位
置
情
報
や
写
真
、
様
々
な
情
報
（
例

え
ば
施
設
名
称
な
ど
）
を
入
力
し
た
。

最
終
的
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
書

籍
等
関
連
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
をStory M

ap

に
掲
載
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
沿
っ
た
内
容
を
発

表
し
た
（
写
真
２
）。

　

受
講
生
は
、
全
体
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
実
施
後
に
個
別
に
追
加
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
総
じ
て
意
欲
的

で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
作
業
・
発
表

時
間
が
不
足
し
、
講
義
時
間
を
拡
張

す
る
必
要
性
も
感
じ
た
。
こ
の
講
義

は
、
全
学
部
１
年
次
か
ら
の
履
修
が

可
能
で
あ
る
。
次
年
度
も
多
く
の
学

生
に
履
修
し
て
欲
し
い
。

	

（
経
済
学
部
教
授 

浅
妻
裕
）

参加学生たちとニセコから来ていただいた講師
の先生方、本学教員との集合写真

授賞式で、企業の担当者と受賞した学生たち

授賞式で、弁論の部で準優勝した大間綾美さん

　

英
語
だ
け
で
会
話
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
た
と

き
皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。
思

わ
ず
日
本
語
を
使
っ
た
り
、
そ

の
状
況
を
避
け
よ
う
と
し
た
り

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分

の
英
語
に
自
信
を
も
っ
て
話
す

こ
と
が
で
き
る
人
は
そ
う
多
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
のEnglish-Only Camp

を

通
し
て
私
は
自
分
の
中
で
英
語

を
話
す
と
い
う
こ
と
へ
の
ハ
ー

　

第
29
・
30
回
経
営
学
部
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
が
７

月
１
日
と
７
月
15
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、

本
学
経
営
学
部
の
卒
業
生
で
、
カ

ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
在
住
８
年
目

の
大
村
む
つ
み
さ
ん
。

　

大
村
さ
ん
は
カ
ナ
ダ
の
カ

レ
ッ
ジ
で
美
容
医
療
を
学
ん
だ

後
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
エ
ス
テ
テ
ィ

シ
ャ
ン
と
し
て
、
Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ

の
俳
優
の
施
術
も
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
ジ
ム
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
も
持
ち
、
美
容
と
健
康

や
減
量
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
現
在
は
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
企
画
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
も
活
動
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
ト
ロ
ン
ト
か
ら
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
、
留
学
経
験
や
キ
ャ
リ

ア
形
成
、
現
在
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

札
幌
商
工
会
議
所
や
北
海
道

新
聞
社
が
主
催
す
る
学
生
に
よ

る
企
業
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト

Ｍ
─
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
最
終
発
表
大
会
の

10
月
10
日
、
経
営
学
部
佐
藤
大

輔
ゼ
ミ
の
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞

と
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
３
カ
月
に

わ
た
っ
て
学
生
と
企
業
の
チ
ー

ム
が
自
社
の
魅
力
を
調
査
・
分

　

10
月
９
日
、「
第
39
回
全
日
本

中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

北
海
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
人

文
学
部
英
米
文
化
学
科
２
年
の

大
間
綾
美
さ
ん
が
【
弁
論
の
部
】

で
準
優
勝
し
た
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

は
（
公
社
）
日
中
友
好
協
会
が
、

日
本
に
お
け
る
中
国
語
学
習
の

　

経
営
学
部
佐
藤
大
輔
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（「
北
海
道
の
業
界
地
図
」

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
で

は
、
２
０
１
９
年
に
北
海
道
新

聞
社
と
と
も
に
「
北
海
道
の
業

界
地
図
（
第
一
版
）」
を
発
刊
し

た
。
今
年
度
、
こ
れ
に
続
く
第

二
版
（
２
０
２
２
─
２
０
２
３

年
版
）
の
制
作
に
も
協
力
し
10

月
30
日
に
出
版
さ
れ
た
。

　

第
二
版
で
は
第
一
版
よ
り
も

掲
載
業
界
・
企
業
数
と
も
に
増
や

し
、
第
一
版
同
様
、
学
生
た
ち
が

企
業
ト
ッ
プ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
と

知
り
ま
し
た
。
自
分
の
知
っ
て

い
る
単
語
を
使
い
、
目
を
見
て
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら

話
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
十
分
で

す
。
も
ち
ろ
ん
文
法
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
実
際
に
話
す
こ
と
で
し
か
会

話
を
す
る
こ
と
の
自
信
は
つ
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
機
会

が
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
洋
楽
を
た
く

さ
ん
聞
く
、
英
語
の
ラ
ジ
オ
を

聴
く
、
ド
ラ
マ
を
見
る
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
友
人
を
作
っ
て
み
る
な
ど

で
き
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

自
分
か
ら
働
く
人
が
チ
ャ
ン
ス

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の

チ
ャ
ン
ス
を
大
き
な
可
能
性
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
のEnglish-

Only Camp

に
参
加
し
た
こ
と
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
こ
れ

か
ら
の
英
語
学
習
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

法
学
部
１
年  

成な
り

田た　

李
す
も
も

不
完
全
な
英
語
で
も
Ｏ
Ｋ
！

経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

（29） 

（30）

　

経
営
学
部 

佐
藤
大
輔
ゼ
ミ

第
39
回
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

海
外
で
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
い
く
方
法

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

弁
論
の
部
で
準
優
勝

 『
北
海
道
の
業
界
地
図
』（第
二
版
）

刊
行

Ｍ
─
Ｐ
Ｒ
Ｏ

最
終
発
表
会

人
文
学
部
２
年

大お
お

間ま

綾あ
や

美み

さ
ん

テーマ

４
日
間
で
語
彙
力
が
向
上（上）札幌・豊平公園でのアクティビティ

（下）法学部グローバルセミナーⅠ修了式

　

今
回
参
加
し
た
法
学
部
グ

ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
大
学

内
で
の
実
施
で
し
た
。

　

活
動
中
に
使
え
る
言
語
は
英

語
の
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

セ
ミ
ナ
ー
後
は
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

と
リ
ス
ニ
ン
グ
の
両
面
で
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
学

内
開
催
で
も
充
実
し
た
四
日
間

だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
私
は
本
来

は
２
学
期
ま
で
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
に
交
換
派
遣
留
学
を
す
る

予
定
だ
っ
た
た
め
、
準
備
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
行
っ

て
お
り
、
あ
る
程
度
の
日
常
会

話
は
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
が
、

普
段
と
は
違
う
会
話
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
こ
と
も
あ

り
語
彙
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ニ
ン
グ

で
は
相
手
の
話
す
ス
ピ
ー
ド
に

つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
た
め
今
後
の
課
題
を
発
見
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ニ
セ
コ
か
ら
来
て
く

だ
さ
っ
た
講
師
の
方
々
も
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
と
て
も
親
切
に

接
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
留
学
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本

セ
ミ
ナ
ー
は
短
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
英
語
し
か
使
え
な
い
環

境
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

の
方
と
身
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
か
と
思
う
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

法
学
部
法
律
学
科
４
年  

井い

で出  

惟ゆ
い

　今年度の法学部グローバルセミナーⅠ（English-Only 
Camp）が、９月７日から４日間にわたって実施された。
今年もコロナ感染防止のためニセコではなく、本学豊平
キャンパスでの開催となった。英語漬けの４日間で実践
的に学び、英語力の向上を図った。

析
し
、
そ
れ
を
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
に
落
と
し
込
ん
で
コ
ン
ペ
に

臨
む
と
い
う
も
の
。
２
０
１
８
年

度
の
立
ち
上
げ
時
か
ら
（
地
域
連

携
事
業
で
）
佐
藤
教
授
が
関
わ
っ

て
お
り
、
現
在
、
北
星
大
や
札
大
、

藤
女
子
な
ど
複
数
大
学
か
ら
の

参
加
を
得
な
が
ら
今
年
は
９
社

と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
た
。

　

https://mpro.

　

hokkaido.jp/

▼
最
優
秀
賞

 

〈
北
海
道
歯
科
産
業
㈱
チ
ー
ム
〉

　

尾
田 

歩
奈
（
経
営
学
部
２
年
）

　

白
幡 

来
幸
（
経
営
学
部
２
年
）

　

中
川 

遥
奈
（
経
営
学
部
２
年
）

▼
優
秀
賞

 

〈
北
清
商
事
㈱
チ
ー
ム
〉

　

髙
橋 

涼
夏
（
経
営
学
部
２
年
）

　

田
村 

淳
人
（
経
営
学
部
２
年
）

　

新
山 

奏
多
（
経
営
学
部
２
年
）

普
及
と
質
の
向
上
を
目
指
し
、
日

中
両
国
民
の
相
互
理
解
と
友
情

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

●　
　

●　
　

●　
　

●

▼
大
間
綾
美
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
「
中
国
語
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
と
考
え
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
、
慣
れ
な
い
発
音

や
、
中
国
語
の
長
文
を
読
む
こ

と
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
本
番

で
は
楽
し
ん
で
臨
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

の
練
習
に
よ
っ
て
、
中
国
語
の

発
音
が
か
な
り
上
達
し
ま
し
た
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
練
習
だ
け
で
は
な
く
本
番
に

も
来
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

を
行
う
特
集
記
事
も
掲
載
。
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
や
よ
つ
葉
乳
業
な

ど
、
北
海
道
を
代
表
す
る
企
業

の
ト
ッ
プ
に
直
接
取
材
を
行
い
、

学
生
目
線
か
ら
見
た
企
業
の
魅

力
を
聞
き
出
し
て
い
る
。
学
生

な
ら
で
は
の
、
忖
度
の
な
い
質

問
か
ら
導
か
れ
る
独
自
の
切
り

口
は
一
般
的
な
ト
ッ
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
は
一
線
を
画
す
る
も

の
で
、
非
常
に
興
味
深
い
記
事

と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
経
済

を
デ
ー
タ
で
ひ
も
解
く
佐
藤
教

授
に
よ
る
特
集
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
北
海
道
の
企

業
を
就
職
先
に
考
え

る
学
生
や
若
手
就
業

希
望
者
に
と
っ
て
羅

針
盤
と
な
り
う
る
書
。

ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『北海道の業界地図 2022-2023』
北海道新聞社 編

写
真
右
：
三
大
学
合
同
写
真
展
の

ポ
ス
タ
ー

左
：
写
真
展
の
展
示
の
様
子

　

Ⅱ
部
写
真
部
（
以
下
：
に
ぶ
し
ゃ
）

は
11
月
４
日
〜
９
日
ま
で
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
２
０
１
に
て
、
写
真
展

『
三
大
学
合
同
展
２
０
２
１
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年

ぶ
り
と
な
っ
た
今
回
の
写
真
展
は

今
年
入
部
の
部
員
は
も
ち
ろ
ん
、

昨
年
入
部
の
部
員
に
と
っ
て
も
デ

ビ
ュ
ー
展
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
に
ぶ
し
ゃ･

北
海
道
科
学
大
学･

北
星
学
園
大
学
の
写
真
部
の
部
員

約
60
名
が
出
展
。

　

感
染
症
対
策
に
よ
り
サ
ー
ク
ル

活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
な
か
で

の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
部
員
同
士
知
恵
を
出
し
合
い

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
活
動
制
限
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
こ
の
よ

う
な
形
の
写
真
展
を
開
催
で
き
る

こ
と
を
祈
り
つ
つ
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

（
経
営
学
部
経
営
学
科
３
年

Ⅱ
部
写
真
部
部
長　

森も
り
か
わ川 

朋ほ
の

佳か

）

Ⅱ部写真部 2 年ぶりの写真展開催

「
ガ
ク
ナ
イ
コ
ン
ペ
Vol.13

」

建
築

学
科

　

今
年
で
13
回
目
と
な
る
「
ガ
ク
ナ
イ
コ
ン
ペ
」
が

10
月
16
日
、
対
面
と
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
コ
ン
ペ
は
、
各
学
年
の
学
生
が
交
流
す
る
場
と
し
て

２
０
０
８
年
に
建
築
学
科
第
１
回
学
内
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
（
通
称 

ガ
ク
ナ
イ
コ
ン
ペ
）
と
し
て
開
催
さ
れ
、

以
降
、
毎
年
審
査
委
員
に
複
数
の
卒
業
生
が
加
わ
り
、

参
加
す
る
在
学
生
や
教
員
も
含
め
た
有
意
義
な
交
流
の

機
会
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で

開
催
中
止
と
な
っ
て
い
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

 　
１
等
賞	

３
年 

渡
邊 

智
帆

			




２
年 

渡
辺 

倫
大
（
共
同
作
品
）

 　
２
等
賞	

修
士
２
年
生 

渡
邉 

憲
成

 　
３
等
賞	

修
士
２
年
生 

三
浦 

光
雅

 　
学
年
賞
（
１
年
）
中
村　

龍

 　
学
年
賞
（
３
年
）
塩
野
谷 

基
悟

 　
学
年
賞
（
４
年
）
髙
﨑 

菜
々
美

⇐ 入賞作品は
　 こちらから

1 等賞作品
（渡邊智帆・渡辺倫大 共同作品）



2021年（令和3年）12月1日 第128号 （8）

　本学では 1 ～ 3 年生を対象にアセスメントテスト GPS-Academic を
実施しています。GPS-Academic とは社会から強く求められる「問題
を解決する能力」について「批判的思考力」「協働的思考力」「創造
的思考力」の 3 つの視点で測定するテストです。設問は、多面的な
分析ができるよう「客観評価」「主観評価」「学生意識アンケート」で
構成され、最終的な分析結果は学生一人ひとりに「個人結果レポート」
として返却されます。今年は 1 年生 1,846 名、2 年生 1,534 名、3 年
生は 1,535 名が受検しました。
　GPS-Academic は大学の学びが自身の成長にどのように繋がってい
るのかを知る良い機会となり、さらには学生のキャリア形成に繋が
るきっかけにもなります。北海学園大学は今後もこのようなアセスメ
ントを通して学生支援に取り組んでいきます。

アセスメントテスト GPS-Academic を実施

　

10
月
11
日
、
東
京
都
内

で
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
が
行
わ
れ
、
本
学
硬
式

野
球
部
の
鈴
木
大
和
外
野

手
（
経
済
学
部
経
済
学
科

４
年
）
が
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
か
ら
育
成
選
手
と
し

て
１
位
指
名
を
受
け
た
。

　

10
月
21
日
に
は
、
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
水
野

雄
仁
ス
カ
ウ
ト
部
長
、
柏

田
貴
史
ス
カ
ウ
ト
部
主
任

が
本
学
を
訪
れ
、
安
酸
敏

眞
学
長
、
本
学
硬
式
野
球

部 

加
藤
信
行
部
長
（
法

学
部
教
授
）、
島
崎
圭
介

監
督
に
指
名
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

鈴
木
選
手
は
、
１
７
３

セ
ン
チ
、
73
キ
ロ
、
50

メ
ー
ト
ル
５
秒
８
。
一
塁

到
達
タ
イ
ム
は
３
秒
83
。

俊
足
と
守
備
が
武
器
。
北

海
高
等
学
校
出
身
で
、
２

年
時
に
は
夏
の
甲
子
園
準

優
勝
を
経
験
し
て
い
る
。

　

島
崎
圭
介
監
督
は
「
同

じ
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
で
き

る
人
間
。
努
力
で
き
る
素

質
を
持
っ
て
い
る
」
と
大

学
で
の
プ
レ
ー
を
振
り

返
っ
た
。

　

昨
秋
の
オ
ー
プ
ン
戦
で

鈴
木
選
手
が
一
塁
か
ら
一

気
に
ホ
ー
ム
イ
ン
し
た
走

塁
を
見
た
柏
田
ス
カ
ウ
ト

は
、「
こ
の
ス
ピ
ー
ド
に

は
、
め
っ
た
に
お
目
に
か

か
れ
な
い
」
と
持
ち
味
の

俊
足
を
評
価
。
今
後
の
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

鈴
木
選
手
は
「
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
伸
ば
す
の
が

課
題
。
１
年
目
か
ら
が
勝

負
。
最
初
か
ら
全
力
で
頑

張
り
た
い
」
と
意
欲
を
燃

や
し
た
。

硬
式
野
球
部 

鈴す
ず

木き 

大や
ま

和と

選
手
（
経
済
学
部
４
年
）

巨
人
か
ら
育
成
１
位
指
名

10
月
21
日
、
学
長
挨
拶
直
後
の
記
者
会
見
に
て
。

左
か
ら
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
ス
カ
ウ
ト
部
主
任
柏
田

貴
史
氏
、
同
部
長
水
野
雄
仁
氏
、
硬
式
野
球
部 

鈴
木

大
和
選
手
、
硬
式
野
球
部 

島
崎
圭
介
監
督

2/24（木）

2 / 9 （水）

2/10 （木）

2/10 （木）

2/11（金）

2/11（金） 1/15（土）
1/16（日）

本学での
個別学力
試験は行
いません

2/12（土）

2/12（土）

2 / 9 （水）

2/10 （木）

2/11（金）

2 / 9 （水）

2/10 （木）

2/11（金）

2/24（木）1/ 4（火）～1/26（水）

出願期間試験日
学  部 学  科

経営学部

人文学部

工 学 部

経 営 学 科

経営情報学科

日本文化学科

英米文化学科

社会環境
工 学 科

建 築 学 科

電子情報工学科

生命工学科

（法律学科・政治学科）
法 学 部

社会環境
コ ー ス
環境情報
コ ー ス

合格発表
一般選抜 共通テスト

利用選抜一般選抜 共通テスト
利用選抜

共通テスト
利用選抜

一般選抜 共通テスト
利用選抜

一般選抜と大学入学共通テスト利用選抜

【郵送受付】

消印有効

1/ 4（火）～1/27（木）
【窓口受付】

午後4時締切

1/ 4（火）～1/28（金）
【郵送受付】

消印有効

1/ 4（火）～1/29（土）
【窓口受付】

正午締切

2/12 （土）～3/ 5（土）
【郵送受付】

消印有効

2/12（土）～3/7（月）
【窓口受付】

午後 4時締切

＊

（経済学科・地域経済学科）
経済学部＊

3/17（木）

※経済学部・法学部は｢学部｣単位での募集とし、学科は1年次末に決定します。

2/26（土） 3/15（火）

学　部 学　　科

経営学部１部
経済学部 2部

経営学部 2部
経 営 学 科 ・ 経営情報学科
経 済 学 科 ・ 地域経済学科

経 営 学 科

口頭試問方式
小論文方式

法律学科・政治学科法 学 部 2部

出願期間試験日 合格発表
特別選抜（社会人Ⅱ期）

2/12（土）～2/19（土）消印有効
【郵送受付】

2/12（土）～2/21（月）午後4時締切
【窓口受付】

＊

＊

一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜・特別選抜（社会人Ⅱ期）令和4年度 選抜日程
※詳細は募集要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/

Ⅰ　期

経済学部２部
人文学部２部を除く
全学部で実施。

Ⅱ　期

１部の全学部と
人文学部２部で実施。

Ⅰ　期

Ⅱ　期

　

11
月
３
日
（
水
）
午
前
11

時
30
分
ご
ろ
、
山
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
館
１
階
東
側
電
気
設

備
よ
り
出
火
し
、
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
消
防
隊
に
よ
る
消

火
活
動
を
経
て
、
そ
の
後
、
火

は
消
し
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
火
災
に
よ
る
け
が
人
等
は
お

り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
学

生
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
様
、

関
係
す
る
多
く
の
方
々
に
多
大

な
る
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

消火器の取り扱い方法の指導を受ける職員

　

９
月
17
日
、
豊
平
校
舎
に
お

い
て
防
火
・
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
た
。
豊
平
校
舎
の
事
務
職

員
を
は
じ
め
、
北
幹
警
備
保
障
、

マ
キ
商
会
（
防
火
・
防
災
設
備

管
理
）
が
訓
練
に
参
加
。
地
震

な
ら
び
に
火
災
を
想
定
し
て
消

火
訓
練
や
通
報
の
仕
方
、
避
難

誘
導
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

10
月
10
日
（
日
）、
11

日
（
月
）、
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
る
第
70

回
北
海
学
園
大
学
十
月
祭

が
開
催
さ
れ
た
。
各
サ
ー

ク
ル
の
Ｐ
Ｒ
動
画
や
女
優

の
吉
川
愛
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
ミ
ス
＆
ミ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
１
、

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
た

（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
配
信
）。

※
第
50
回
工
学
祭
に
つ
い
て
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
70
回
北
海
学
園
大
学

「
十
月
祭
」
を
ご
覧
に
な
っ

た
皆
様
お
楽
し
み
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
上
、
無
念
の
開
催
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
多
く
の
方
々

の
協
力
を
経
て
開
催
に
至

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い

う
形
で
行
わ
れ
た
十
月
祭

で
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
参

加
者
の
皆
様
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
出
演
し
て
頂
い

た
吉
川
愛
様
、
裏
方
で
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
務
め
て
頂

い
た
皆
様
、
そ
し
て
も
ち

ろ
ん
視
聴
者
の
皆
様
方
、

こ
の
よ
う
な
沢
山
の
方
々

と
共
に
十
月
祭
を
盛
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
ど

れ
だ
け
言
葉
に
し
て
も
感

謝
し
き
れ
ま
せ
ん
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
誠
意
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご

愛
顧
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度

防
火
・
防
災
訓
練
実
施

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会2021年度

【開催内容】 　各研究科の個別相談会、奨学金制度
個別相談、就職・キャリア支援個別相談

参加費無料、事前申込不要

13:00～14：30
豊平キャンパス６号館３階土12/4

  第70回 十月祭 初のオンライン開催
テーマ「NO FESTIVAL, NO LIFEー NO 密な新しい十月祭！ー」

　

11
月
７
日
、
陸
中
海
岸
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
感
謝
の

つ
ど
い
〜
復
興
10
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
災
害
に
強
い
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
〜
」
に
お
い
て
、
本
学

経
済
学
部
濱
田
武
士
教
授

が
、
釜
石
市
の
復
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
釜

石
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

▼
濱
田
教
授
の
コ
メ
ン
ト

　

釜
石
市
と
は
東
日
本
大

震
災
の
前
か
ら
お
付
き
合

い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち

が
壊
れ
、
罹
災
者
や
犠
牲

者
が
多
数
出
る
激
甚
災
害

で
は
自
治
体
職
員
に
か
か
る
負

担
が
極
度
に
大
き
い
こ
と
を
阪

神
淡
路
大
震
災
の
話
を
聞
い
て

知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
、
震
災
直
後

に
専
門
の
分
野
に
お
い
て
復
興

関
連
の
施
策
を
進
め
る
仕
事
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う

こ
と
を
申
し
出
て
、
担
当

職
員
と
密
に
連
絡
を
取
り

な
が
ら
現
地
に
も
足
を
運

び
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ

ポ
ー
ト
と
い
っ
て
も
、
こ

れ
は
私
の
勉
強
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ

た
の
で
「
感
謝
」
し
た
い

の
は
私
の
方
で
し
た
。
と

は
い
え
、
感
謝
状
を
頂
い

た
こ
と
は
と
て
も
光
栄
で

あ
り
ま
す
。
今
後
こ
の
こ
と
を

教
育
研
究
の
励
み
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
当
日
の
様
子
を
収
録
し
た
動
画
が

YouTube

で
視
聴

で
き
ま
す
（
期
間
：

令
和
３

年
11
月

15
日
～

令
和
４

年
３
月

31
日
）

▽
８
月
17
日  

上
智
大
学
法
科
大
学

院
教
授 

北
村
喜
宣
氏

▽
10
月
21
日  

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

ス
カ
ウ
ト
部
長 

水
野
雄
仁
氏
、
同

ス
カ
ウ
ト
部
主
任 

柏
田
貴
史
氏
、

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
育
成
ド
ラ
フ
ト

指
名
１
位 

鈴
木
大
和
（
経
済
学
部

経
済
学
科
４
年
）

▽
11
月
５
日  

一
般
財
団
法
人
北
海

道
河
川
財
団
理
事
長 

水
島
徹
治
氏
、

同
専
務
理
事 

鎌
田
照
章
氏
、
同
総

務
部
参
事 

吉
田
進
氏

野田武則釜石市長（左）と
濱田武士教授

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
火
災
に
つ
い
て

経済学部 濱
はま

田
だ

 武
たけ

士
し

 教授

釜石市長から感謝状

　

緊
急
事
態
宣
言
に
伴

い
中
止
さ
れ
た
第
３
回

＆
２
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
対
面
型
の
代

替
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

10
月
９
日
、
16
日
、
23

日
、
30
日
に
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
「
ｍ
ｉ
ｎ

ｉ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｕ
Ｓ 

ｉ
ｎ
札
幌
」
を
開

催
し
た
（
事
前
申
込
制
、

定
員
制
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
を
行
っ
て
開
催
）。

　

大
学
説
明
会
や
入
試

制
度
説
明
会
、大
学
ス
ッ

タ
フ
に
よ
る
学
内
ツ

ア
ー
、
ま
た
希
望
者
に

は
入
試
課
の
職
員
に
よ

る
個
別
相
談
も
行
わ
れ
、

多
く
の
参
加
者
た
ち
が

実
際
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

雰
囲
気
を
体
感
し
た
。

　

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ｉ
ｎ
札
幌 

開
催

午前の部 午後の部 計
10/9 44 組 69 名 36 組 64 名 80 組 133 名  
10/16 45 組 72 名 35 組 57 名 80 組 129 名
10/23 39 組 59 名 36 組 65 名 75 組 124 名
10/30 33 組 54 名 36 組 56 名 69 組 110 名
計 161組 254名 143 組 242 名 304 組 496 名

「mini OPEN CAMPUS in 札幌」 参加実績

十
月
祭
実
行
委
員
会
広
報
部
長 

経
営
学
部
経
営
情
報
学
科
３
年 

吉よ
し

田だ 

雄ゆ
う

斗と

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
に
感
謝

  

Ｗ
Ｅ
Ｂ
保
護
者
懇
談
会 

開
催

　

11
月
28
日
（
日
）、
２
０
２
２

年
度
の
特
別
選
抜
を
実
施
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
配
慮
し
、
各
学
部
・

学
科
（
コ
ー
ス
）
ご
と
に
来
校

ま
た
は
在
宅
で
の
選
抜
方
法
で

行
わ
れ
る
（
11
月
20
日
時
点
）。

　

出
願
者
数
は
１
部
４
７
２
名
、

２
部
２
４
３
名
の
合
計
７
１
５

名
で
、
前
年
と
比
べ
て
約
５
％

増
加
し
た
。

２
０
２
２
年
度

特
別
入
試
速
報

入試
年度 1 部計 2 部計 合計 前年度比

2020
年度 451 225 676 113.4%
2021
年度 449 232 681 101%
2022
年度 472 243 715 105%

特別入試出願状況
（推薦、社会人、留学生他）

　

10
月
１
日
か
ら
10

月
29
日
の
期
間
、
オ

ン
ラ
イ
ン
特
設
ペ
ー
ジ

に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
保
護
者

懇
談
会
が
実
施
さ
れ

た
。

　

保
護
者
懇
談
会
は
、

大
学
と
保
護
者
と
の
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
例
年
本
学

（
札
幌
）
と
函
館
、
旭

川
、
帯
広
で
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
観
点
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

特
設
ペ
ー
ジ
で
は
、

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
就
職
環
境

と
就
活
支
援
、
各
学

部
に
よ
る
成
績
・
授

業
等
の
学
修
に
か
ん

す
る
教
務
事
項
に
つ
い

て
の
動
画
が
掲
載
さ
れ

た
。
視
聴
し
た
保
護
者

の
方
か
ら
は
、「
会
場

に
行
け
な
い
状
況
（
感

染
状
況
や
開
催
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
）
を
考

え
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
よ
か
っ
た
」、

「
感
染
が
落
ち
着
い
た

場
合
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
と
対
面
の
併
用
開

催
を
お
願
い
し
た
い
」、

「
卒
業
単
位
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
が
あ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

前
半

後
半


